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(12)【公報種別】公表特許公報（Ａ） 
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(43)【公表日】平成１５年１月２８日（２００３．１．２８） 

(54)【発明の名称】インターネットベース教育支援システムおよび方法 

(51)【国際特許分類第７版】 

   G06F 17/60    128           

                 504           

// G09B  5/08                  

【ＦＩ】 

   G06F 17/60    128           

                 504           

   G09B  5/08                  

【審査請求】未請求 

【予備審査請求】有 

【全頁数】１０９ 

(21)【出願番号】特願２００１－５０６５１７（Ｐ２００１－５０６５１７） 

(86)(22)【出願日】平成１２年６月３０日（２０００．６．３０） 

(85)【翻訳文提出日】平成１３年１２月２８日（２００１．１２．２８） 

(86)【国際出願番号】ＰＣＴ／ＵＳ００／１７９７９ 

(87)【国際公開番号】ＷＯ０１／００１３７２ 

(87)【国際公開日】平成１３年１月４日（２００１．１．４） 

(31)【優先権主張番号】６０／１４１，２８３ 

(32)【優先日】平成１１年６月３０日（１９９９．６．３０） 

(33)【優先権主張国】米国（ＵＳ） 

(31)【優先権主張番号】６０／１４１，８６４ 

(32)【優先日】平成１１年７月１日（１９９９．７．１） 

(33)【優先権主張国】米国（ＵＳ） 

(31)【優先権主張番号】６０／１８７，８９０ 

(32)【優先日】平成１２年３月８日（２０００．３．８） 

(33)【優先権主張国】米国（ＵＳ） 

(81)【指定国】ＥＰ（ＡＴ，ＢＥ，ＣＨ，ＣＹ，ＤＥ，ＤＫ，ＥＳ，ＦＩ，ＦＲ，ＧＢ，

ＧＲ，ＩＥ，ＩＴ，ＬＵ，ＭＣ，ＮＬ，ＰＴ，ＳＥ），ＯＡ（ＢＦ，ＢＪ，ＣＦ，ＣＧ，

ＣＩ，ＣＭ，ＧＡ，ＧＮ，ＧＷ，ＭＬ，ＭＲ，ＮＥ，ＳＮ，ＴＤ，ＴＧ），ＡＰ（ＧＨ，



ＧＭ，ＫＥ，ＬＳ，ＭＷ，ＭＺ，ＳＤ，ＳＬ，ＳＺ，ＴＺ，ＵＧ，ＺＷ），ＥＡ（ＡＭ，

ＡＺ，ＢＹ，ＫＧ，ＫＺ，ＭＤ，ＲＵ，ＴＪ，ＴＭ），ＡＥ，ＡＬ，ＡＭ，ＡＴ，ＡＵ，

ＡＺ，ＢＡ，ＢＢ，ＢＧ，ＢＲ，ＢＹ，ＣＡ，ＣＨ，ＣＮ，ＣＲ，ＣＵ，ＣＺ，ＤＥ，

ＤＫ，ＤＭ，ＥＥ，ＥＳ，ＦＩ，ＧＢ，ＧＤ，ＧＥ，ＧＨ，ＧＭ，ＨＲ，ＨＵ，ＩＤ，

ＩＬ，ＩＮ，ＩＳ，ＪＰ，ＫＥ，ＫＧ，ＫＰ，ＫＲ，ＫＺ，ＬＣ，ＬＫ，ＬＲ，ＬＳ，

ＬＴ，ＬＵ，ＬＶ，ＭＡ，ＭＤ，ＭＧ，ＭＫ，ＭＮ，ＭＷ，ＭＸ，ＮＯ，ＮＺ，ＰＬ，

ＰＴ，ＲＯ，ＲＵ，ＳＤ，ＳＥ，ＳＧ，ＳＩ，ＳＫ，ＳＬ，ＴＪ，ＴＭ，ＴＲ，ＴＴ，

ＴＺ，ＵＡ，ＵＧ，ＵＺ，ＶＮ，ＹＵ，ＺＡ，ＺＷ 

(71)【出願人】 

【氏名又は名称】ブラックボード，インコーポレイテッド 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ワシントン，ディーシー ２００３６，フィフス フ

ロア，エヌダヴリュー，エル ストリート １８９９ 

(72)【発明者】 

【氏名】ロバート・エル．・アルコーン 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ヴァージニア州 ２２２０４，アーリントン，フォ

ース ストリート サウス ４４１５ 

(72)【発明者】 

【氏名】ダニエル・イー．・ケイン 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ワシントン，ディーシー ２０００９，アパートメ

ント ビー，エヌダヴリュー，キュー ストリート １７３４ 

(72)【発明者】 

【氏名】マイケル・エル．・チェイセン 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ワシントン，ディーシー ２０００８，アパートメ

ント ５１８，エヌダヴリュー，ヴァン ネス ストリート ２９３９ 

(72)【発明者】 

【氏名】チモシー・アール．・チー 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ヴァージニア州 ２２０３１，フェアファックス，

アパートメント ２２５，セイント リージェンツ ドライヴ ３０４９ 

(72)【発明者】 

【氏名】ステファン・アール．・ギルフス 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ヴァージニア州 ２２１９２，ウッドブリッジ，カ

ラ ドライヴ １２７８３ 

(72)【発明者】 

【氏名】スコット・ペリアン 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ワシントン，ディーシー ２０００８，アパートメ

ント ２０７，コネチカット アヴェニュー エヌダヴリュー，３８０１ 



(72)【発明者】 

【氏名】マシュウ・エル．・ピティンスキー 

【住所又は居所】アメリカ合衆国，ワシントン，ディーシー ２０００８，アパートメ

ント ９２８，エヌダヴリュー，ヴァン ネス ストリート ２９３９ 

(74)【代理人】 

【弁理士】 

【氏名又は名称】古谷 栄男 （外２名） 

【テーマコード（参考）】 

2C028 

【Ｆターム（参考）】 

2C028 AA12 BD02 DA07  

 

 

 

(57)【要約】 

オンラインにて学生が受講できるコースを生成することの可能な手段を持った機関を

設立してオンライン教育を実施するためのシステムおよび方法である。コースは、課題、

通知、コース教材、チャット、ホワイトボード設備などを備えており、これらすべては、

学生が、インターネットなどのネットワークを介して使用可能である。様々なレベルの

機能が、プログラム（１００）を提供する機関の要望に合致する三層ライセンスプログ

ラムによって提供される。加えて、、インターネットにアクセスする誰もが、インター

ネットにアクセスする他の誰かに対し、機関に加入することを要さずに、コースを生成

し、管理し、提供することができるように、オープンプラットフォームシステムが提供

される。これにより、世界中に拡がったバーチャルクラスを可能としている。 

 

 

 

【特許請求の範囲】 

【請求項１】 

複数のオンライン講座へのアクセスをユーザーコミュニティに提供するためのシステ

ムであって： ａ）複数のユーザーコンピュータであって、前記システムのユーザに関

連する前記ユーザーコンピュータのそれぞれは前記システム内で所定の役割を示す予

め定義された特性を有しており、前記役割のそれぞれは、講座に関連する複数のデータ

ファイルに対するアクセスレベルと、講座に関するデータファイル間の制御レベルとを

含む、前記複数のユーザーコンピュータと； 

ｂ）ネットワーク上の前記各ユーザーコンピュータと通信するサーバーコンピュータ



と；を備え、 前記サーバーコンピュータは： 講座に関連する複数のデータファイルを

格納するための手段と； 

各ファイルに対するアクセスレベルを割り当てるための手段であって、前記アクセスレ

ベルは前記ファイルへユーザがアクセスする能力に関連する、前記割り当て手段と； 

ファイルへのアクセスを要求するユーザのアクセスレベルを決定するための手段と； 

前記ユーザの前記アクセスレベルの機能として、講座に関連するファイルへのアクセス

を許容するための手段と；を備えるシステム。 

【請求項２】 

前記ユーザ役割は、学生ユーザに関連する学生役割と、講師ユーザに関連する講師役割

と、管理者ユーザに関連する管理者役割とを含む請求項１に記載のシステム。 

【請求項３】 

前記講師ユーザは、講座に関連する複数ファイルの作成と編集を可能にするアクセスレ

ベルを与えられる請求項２に記載のシステム。 

【請求項４】 

前記講座ファイルは通知ファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項５】 

前記講座ファイルは講座情報ファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項６】 

前記講座ファイルはスタッフ情報ファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項７】 

前記講座ファイルは講座ドキュメントファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項８】 

前記講座ファイルは課題ファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項９】 

前記講座ファイルはドロップボックスファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項１０】 

前記講座ファイルは非同期通信ファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項１１】 

前記講座ファイルは同期通信ファイルを含む請求項３に記載のシステム。 

【請求項１２】 

前記学生ユーザは、講座に関連する複数のファイルの読み込みが可能なアクセスレベル

を与えられる請求項３に記載のシステム。 

【請求項１３】 

前記学生ユーザは、講座に関連する前記複数のファイルのサブセットの変更が可能なア

クセスレベルを与えられる請求項１２に記載のシステム。 

【請求項１４】 



前記ユーザは、前記学生ユーザが読むことのできるファイルに関連する学生ファイルの

作成が可能なアクセスレベルを与えられる請求項１２に記載のシステム。 

【請求項１５】 

前記学生が読むことのできる前記ファイルは前記講師ユーザによって作成される評価

ファイルであり、前記学生ユーザによって作成される前記学生ファイルは前記評価ファ

イルに対する応答である請求項１４に記載のシステム。 

【請求項１６】 

前記評価ファイルは、前記講師ユーザによって選択されて前記学生ユーザの能力を評価

する複数の試験問題を含む請求項１５に記載のシステム。 

【請求項１７】 

前記試験問題は、利用可能な試験問題の所定のプールから前記講師ユーザによって選択

される請求項１６に記載のシステム。 

【請求項１８】 

前記試験質問は、実質的に前記評価ファイルの作成時点で前記講師ユーザによって作成

される請求項１６に記載のシステム。 

【請求項１９】 

前記学生ファイルは、前記講師ユーザによって審査されて、成績が割り当てられる請求

項１６に記載のシステム。 

【請求項２０】 

前記成績は、前記学生ユーザに対して利用可能になされる請求項１９に記載のシステム。 

【請求項２１】 

前記講師ユーザは複数の学生ファイルを審査することから得られる複数の成績を照合

し、前記照合した成績は、前記講座に関連するすべての学生ユーザに対して利用可能に

なされる請求項１９に記載のシステム。 

【請求項２２】 

前記学生が読むことのできる前記ファイルは前記講師ユーザによって作成される課題

ファイルであり、前記学生ユーザによって作成される前記学生ファイルは前記課題ファ

イルに対する応答である請求項１４に記載のシステム。 

【請求項２３】 

前記ドロップボックスファイルは、前記講座に関連する一人以上の学生ユーザから前記

サーバーコンピュータへ転送される複数のファイルを含む請求項９に記載のシステム。 

【請求項２４】 

前記講師ユーザは前記ドロップボックスファイル内の前記ファイルへのアクセスを与

えられ、それによって前記講師ユーザが前記ドロップボックス内の前記ファイルをダウ

ンロード、編集、およびアップロードできる請求項２３に記載のシステム。 

【請求項２５】 



ユーザは、そのユーザに関連する講座ファイルへのアクセスを与えられるようにするた

めに、ユーザーコンピュータへのログイン手順の入力を要求される請求項１に記載のシ

ステム。 

【請求項２６】 

前記ユーザは、前記ログオン手順の入力後に前記ユーザが関連するすべての講座に対す

るアクセスを与えられる請求項２５に記載のシステム。 

【請求項２７】 

前記ユーザは、複数の講座ハイパーリンクを含むＷｅｂページを与えられ、前記各講座

ハイパーリンクは前記ユーザが名簿登録されている各講座に関連する請求項２６に記

載のシステム。 

【請求項２８】 

講座ハイパーリンクの選択は、前記ユーザに前記選択講座に関連するＷｅｂページを与

え、前記Ｗｅｂページは、前記講座に関連する様々なコンテンツ領域に対する複数のコ

ンテンツハイパーリンクを含む請求項２７に記載のシステム。 

【請求項２９】 

前記コンテンツハイパーリンクは、通知領域ハイパーリンク、講座情報ハイパーリンク、

スタッフ情報ハイパーリンク、講座ドキュメントハイパーリンク、課題ハイパーリンク、

通信ハイパーリンク、および学生用ツールハイパーリンクを含む請求項２８に記載のシ

ステム。 

【請求項３０】 

前記通知領域ハイパーリンクの選択は、一群の講座通知を含むＷｅｂページを与える請

求項２９に記載のシステム。 

【請求項３１】 

前記講座情報ハイパーリンクの選択は、前記関連講座に関する情報を含むＷｅｂページ

を与える請求項２９に記載のシステム。 

【請求項３２】 

前記スタッフ情報ハイパーリンクの選択は、前記関連講座の前記講師に関するデータを

含むＷｅｂページを与える請求項２９に記載のシステム。 

【請求項３３】 

前記講座ドキュメントハイパーリンクの選択は、前記講座に関連するドキュメントのリ

ストを含むＷｅｂページを与える請求項２９に記載のシステム。 

【請求項３４】 

前記講座ドキュメントのリストは、前記ドキュメントに対するアクティブハイパーリン

クを含む請求項３３に記載のシステム。 

【請求項３５】 

前記課題ハイパーリンクの選択は、一群の講座課題を含むＷｅｂページを与える請求項



２９に記載のシステム。 

【請求項３６】 

前記通信ハイパーリンクの選択は、非同期通信ツールと同期通信ツールとを備える一群

の通信ツールに対するハイパーリンクを含むＷｅｂページを与える請求項２９に記載

のシステム。 

【請求項３７】 

ユーザーコミュニティに複数のオンライン講座に対するアクセスを与えるためのシス

テムであって： ネットワーク上の複数のユーザーコンピュータのそれぞれと接続する

ひとつのサーバーコンピュータを備え、前記サーバーコンピュータは、外部コンピュー

タに関連する既存のユーザーアカウントのファイルから複数の講座ユーザーアカウン

トを作成するための手段を備えるシステム。 

【請求項３８】 

オンライン教育を提供するための方法であって： ａ．ｉ．講師ユーザが前記講座の授

業に使用するための１セットの講座ファイルを生成するステップと； 

ｉｉ．サーバーコンピュータでの格納のためにサーバーコンピュータへ前記講座ファイ

ルを転送するステップと； 

ｉｉｉ．前記講座ファイルに対するアクセスを、ネットワーク上の前記サーバーコンピ

ュータに対するアクセスを有する学生ユーザの所定コミュニティにとって利用可能に

するステップと；を有する、 オンラインで提供される講座を設定するステップ； 

ｂ．オンラインで一群の学生ユーザが受ける前記講座を提供するステップ；および、 ｃ．

前記講座ファイルに対する前記ネットワーク上のアクセスを、前記講座に登録している

学生ユーザに与えるステップ； 

を有するオンライン教育の提供方法。 

【請求項３９】 

前記講座ファイルの少なくともひとつが講座課題を含み、更に： ｄ）前記学生ユーザ

が前記講座課題に応じて学生ファイルを作成するステップ；および ｅ）前記学生ユー

ザが前記サーバーコンピュータに前記学生ファイルを転送するステップと；を有する請

求項３８に記載の方法。 

【請求項４０】 

更に： ｆ）前記講師ユーザが前記サーバーコンピュータから前記学生ファイルにアク

セスするステップ； 

ｇ）前記講師ユーザが前記学生ファイルを審査して前記講座課題との準拠を判断するス

テップ；および ｈ）前記講師ユーザが前記講座課題との前記準拠判断の機能として前

記学生ファイルに成績を割り当てるステップ；を有する請求項３９に記載の方法。 

【請求項４１】 

更に、前記講師ユーザが、前記成績を前記成績に関連する前記学生ユーザだけがアクセ



ス可能な前記サーバーコンピュータ上のファイルに送るステップを有する請求項４０

に記載の方法。 

【請求項４２】 

更に、前記講師が、前記講座に登録された複数の学生ユーザのために前記ステップ（ｆ）、

（ｇ）、および（ｈ）を繰り返し行うステップを有する請求項４０に記載の方法。 

【請求項４３】 

更に、前記講師ユーザが、前記複数の学生ユーザに割り当てられる前記成績に関する統

計解析を行うステップを有する請求項４２に記載の方法。 

【請求項４４】 

更に、前記講座に登録された前記学生ユーザが利用可能な前記統計解析結果を作成する

ステップを有する請求項４３に記載の方法。 

【請求項４５】 

更に、前記学生ユーザ間の非同期通信を可能にするために前記講座に登録された学生ユ

ーザがアクセス可能な非同期通信ツールを提供するステップを有する請求項３８に記

載の方法。 

【請求項４６】 

更に、前記学生ユーザ間の同期通信を可能にするために前記講座に登録された学生ユー

ザがアクセス可能な同期通信ツールを提供するステップを有する請求項３８に記載の

方法。 

 



【発明の詳細な説明】 

【０００１】 

【関連出願とのクロスリファレンス】 

本出願は、いずれも本明細書で引用されて取り込まれた、１９９９年６月３０日に出願さ

れた同時係属中の米国仮特許出願第６０/１４１，２８３号；１９９９年７月１日に出願さ

れた同時係属中の米国仮特許出願第６０/１４１，８６４号；および、２０００年３月８日

に出願された同時係属中の米国仮特許出願第６０/１８７，８９０号に基づき優先権を主張

する。 

【０００２】 

【技術分野】 

本発明は、一般に教育的コンテキスト(educational context)におけるインストラクタと学

生間の情報交換のためのシステムと方法に関する。より詳細には、本発明は、教育上の講

師(educational instructor)が、インターネットや World Wide Web 等の電子ネットワー

クを用いて、講座の講義(course lecture)、教科書および他の講座資料を伝えたり、学生

の質問および入力を受け取ったり、参加型クラスディスカッションを催したりすることに

よって、１名以上の非連結学生と対話するシステムと方法とに関する。 

【０００３】 

【背景技術】 

教育機関、私法人、高等教育機関を含め、教育者が潜在的学生にまで手を差し伸べること

ができる範囲は、一般的に地理的条件により制限されてしまっている。最も卑近な例では、

潜在的学生は、講座の講師、クラス、そして資料へアクセスするために通学可能な範囲内

もしくはキャンパスへと引越さなくてはならない。その上、あらゆる種類の知識を求める

潜在的な学生および個人は、教育(instruction)、個別教育(tutoring)、あるいは訓練の講

座の直接ソース(proximate source)に制限されてしまう。これらの制約が原因で、見込学

生は、利用可能な限りの地元の教育手段から、与えられた教科を学ぶ努力をするか、自ら

の好ましい教育ソースへアクセスできるように、自らの家庭を移すか、どちらかをしなく

てはならない。多くの見込学生は、自分たちが居る地以外の他の、恐らく資格に勝る講師

や機関による指導を受けることができない。同様に、教育機関は、キャンパスに通える範

囲内に住む学生にだけその役目を果たしていた。 

【０００４】 

ネットワーク化されたコンピュータと通信の到来は、これら制約に対する部分的な解決を

提供した。詳細には、インターネットや World Wide Web のような電子的ネットワークの

広範な利用とそのアベイラビリティは、学生と教育者が、教育に対する障害としての地理

的分布と物理的配置を克服できるようにしたのである。この電子媒体を用いて、学生と講

師は、（生の、あるいは清書された）クラスルーム講義、宿題(homework assignments)、

教科書や資料、成績評価、（生の、あるいは清書された）質疑応答セッション、そして他



の関連情報を含めた情報を交換することにより、物理的位置に関わり無く、従来の学習経

験または教育経験の効果を上げることができるようになる。 

【０００５】 

しかしながら、インターネットを含め、電子的ネットワークは複雑な技術上のシステムで

あり、ユーザーがこれを効果的に利用するためには、専門的知識を持っているか、あるい

はそれを獲得する必要がある。World Wide Web で提供されるものを始めとした、使用の容

易さを高めるように設計されたグラフィカルユーザーインターフェース（ＧＵＩ）であっ

ても、ネットワーク用語の専門知識と技術的側面が要求される場合がある。例えば、イン

ターネットユーザーがこの媒体を使用して情報へアクセスする能力は、ユニフォームリソ

ースロケータ（ＵＲＬ）を用いてweb ページをトラバースする（すなわちナビゲートする）

やり方を理解していないと著しく低下する。一般的に、新しい技術の取り込みに遅れたり、

技術上の素養を欠くと、媒体の広範な利用に及ぼす効果は冷めたものである。特に、教育

的コンテキストで適用されると、これら冷めたファクタが講師へ付加されて、講師がそれ

ぞれの知的分野または教育的分野において高い専門技術を持つ一方で、インターネットを

有効に利用して非連結学生を教育するために必要な技術上の知識を更に得ることが要求さ

れることになろう。 

【０００６】 

更に、教育目的でインターネットを使用する複雑性は、ユーザーインターフェースで要求

されるユーザによる選択数が増加するのに伴って重畳される。というのも、講師と学生は

媒体使用の技術適格性を獲得していなければならないだけでなく、それに加えて、特定の

ユーザーインターフェース（例えば Web ページ）が要求する過剰な選択のプレゼンテーシ

ョン(presentation)と重要性(consequence)とを理解していなければならないからである。

従って、このユーザーインターフェースの設計は、教育的コンテキストでの媒体の広範な

利用を可能にする上で重要である。本発明以外の解決方法は、比較的複雑でややこしいユ

ーザーインターフェースを有する、として特徴付けられよう。これら他の解決方法での、

学生と講師の両方を含むユーザは、潜在的ユーザー選択から成る大きなアレイの中から後

続のweb ページまたはファンクションを見て選択するようにユーザーに通常要求する一つ

以上のweb ページに直面させられ、それによってシステムと対話するユーザーのタスクを

複雑にする。 

【０００７】 

更に、多くの教育機関は、学生が様々なタイプの情報（例えば授業時間割）にアクセスし

てこれを得る、既存のまたは遺産としてのネットワークベースシステムを有する。更に別

のネットワークベースシステムを追加することにより、ホストつまりスポンサー機関は、

新たなネットワークベースシステムの設置、統合、管理、メンテナンスに関連する実装お

よびメンテナンスコストを負担する必要がある。これらのコストは、教育目的での媒体の

広範な利用を達成する上で制約をもたらす。 



【０００８】 

更に、既存のネットワークに含まれる情報のアクセス、プレゼンテーション、寄せ集め

(aggregation) は、個々の学生の見込み(perspective)ではなくて機関の見込みから提供さ

れる。普通は、学生が自ら調べたいと思う各データごとに機関のネットワークの異なる場

所、つまり web ページにアクセスしなくてはならない。更に、学生は、データの異なるア

イテムへアクセスするために複数のネットワークへログオンする必要があるかもしれない。

例えば、学生は、間もなく始まる講座あるいは学期に対して登録を行う前に、自分の学資

支援状況を見たいと思うかもしれない。既存のネットワークにおいて、学生は自分の現在

の学資支援状況にアクセスするために、多数の web ページをトラバースして、多分、複数

のネットワークにログオンし、その情報を評価してから、自分の具体的な情報を考慮して

オンライン登録しなくてはならないだろう。多くの似たような状況は、成績情報、授業時

間割、試験資料、学生グループミーティング、およびそのような他の情報へのアクセスに

伴って一般的である。要するに、既存システムは機関集中方式で、講座、機関、そして学

生の各情報を寄せ集めている。これは、機関側での実装面とメンテナンス面からの複雑性

を低減するために、既存システムの各学生／ユーザに時間コストを課すものである。しか

し、これら時間コストが全ての学生に課せられると、これらの分散されたコストの総和は、

機関集中法でその機関が実現したコスト節減を上回ってしまい、結果としてそれが純損失

となる。 

【０００９】 

更に、講師の教授テクニックは、個人の好みと教えられる主題に基づいて非常に多様であ

る。有意な程度のカスタム化を提供しないネットワークベースシステムは、この要求に向

けて単一システム内で多様な教授モードに適応させるには不適である。 

【００１０】 

更に、電子的ネットワーク媒体の利用に伴う全体的な問題は、より多くのユーザーがシス

テムに追加されるのに伴って、応答時間が遅くなる傾向がある点である。応答時間が法外

になるにつれ、教育目的での媒体使用に関連する時間効果とコスト効果は大きく減少して

しまう。 

【００１１】 

単科大学と総合大学の多くは、高い初期セットアップコストや互換性のない請求慣行を含

め、多くの理由から、オンラインによる登録と受講料の支払いを認めることを避けてきた。 

【００１２】 

この慣習の例外はバーチャルスクールと呼ばれるものである。バーチャルスクールは従来

から、名簿登録金を課した上で講座を無料で提供する。選択した各講座に対する支払いの

代わりに、学生は条件として広告を受け、その一方でオンラインの講座資料を閲覧する。

このような請求と収益の発生方法は、オンライン訓練を提供する会社に受け入れられる可

能性があるが、このような方法は、単科大学や総合大学の従来からの請求慣行と一致しな



い。単科大学や総合大学は、普通は低額の名簿登録金を課して、履修単位ごとあるいは講

座ごとを基準として学生に請求する。 

【００１３】 

従って、本発明の全体的な目的は、ユーザーが、単純化されて使用が容易なユーザーイン

ターフェースによって、コンピューターネットワークベース教育支援システムと対話でき

るシステムと方法を提供することである。 

【００１４】 

本発明の更なる全体的な目的は、既存のオペレーションとシステムへ与える混乱を最小限

に、既存のコンピューターネットワークとバックエンド（後置）システムと容易に統合可

能なシステムを提供することである。 

【００１５】 

本発明のなお更なる全体的な目的は、システムのユーザー数が次第に大きくなっていくに

つれて、システムの応答性が実質的に劣化しないよう、ユーザー数の増加を許容するため

に拡張性のあるシステムを提供することである。 

【００１６】 

本発明のなお更なる全体的な目的は、システムへの実質的な改変を必要とせずに、様々の

多様な教授モードを許容できるシステムと方法を提供することである。 

【００１７】 

本発明の更なる目的は、多くのタイプのユーザーが、システムのフレームワーク内でシス

テムのフィーチャの予め定義された役割の関数としての、システムのそれらフィーチャへ

アクセスすることを許容するようなシステムを提供することである。 

【００１８】 

本発明の更なる目的は、カレンダ、タスク、連絡、および通信の各機能等の付加価値付き

サービスや管理を内部に備えた教育プラットフォームに統合するようなシステムを提供す

ることである。 

【００１９】 

本発明のこれら目的およびその他目的は、ここに添付した図面および付帯書類を含む本明

細書を精査することにより明らかになる。 

【００２０】 

【発明の開示】 

これらの目的および他の目的に従って提供されるのは、複数のオンライン講座へのアクセ

スをユーザーコミュニティに提供するためのシステムであって、複数のユーザーコンピュ

ータと、ネットワーク上のユーザーコンピュータのそれぞれと通信するサーバーコンピュ

ータとを備える。各ユーザーコンピュータは、システム内で所定の役割を示す予め定義さ

れた特性を有するシステムのユーザーに関連付けられている。各役割は、講座に関連する

データファイルに対するアクセスレベルと、講座に関するデータファイル間の制御レベル



とを含む。サーバーコンピュータは、講座に関連する複数のデータファイルを格納するた

めの手段と、各ファイルに対するアクセスレベルを割り当てるための手段であって、前記

アクセスレベルは前記ファイルへユーザがアクセスする能力に関連する、前記割り当て手

段と、ファイルへのアクセスを要求するユーザのアクセスレベルを決定するための手段と、

前記ユーザの前記アクセスレベルの機能として、講座に関連するファイルへのアクセスを

許容するための手段とを備える。 

【００２１】 

ユーザ役割は、学生ユーザに関連する学生役割と、講師ユーザに関連する講師役割と、管

理者ユーザに関連する管理者役割とを含む（役割は複合してもよい。例：ひとつの講座の

講師が他の講座の学生でもある場合）。講師ユーザは、講座に関連する複数ファイルの作

成と編集を可能にするアクセスレベルを与えられる。講座ファイルは通知ファイル、講座

情報ファイル、スタッフ情報ファイル、講座ドキュメントファイル、課題ファイル、ドロ

ップボックスファイル、非同期通信ファイル、および同期通信ファイルを含む。 

【００２２】 

学生ユーザは、講座に関連する複数のファイルの読み込みが可能なアクセスレベルを与え

られる。学生ユーザは、講座に関連する複数のファイルのサブセットの変更が可能なアク

セスレベルを与えられる。また、ユーザは、学生ユーザが読むことのできるファイルに関

連する学生ファイルの作成が可能なアクセスレベルを与えられてもよい。学生が読むこと

のできるファイルは前記講師ユーザによって作成される評価ファイルであってもよく、そ

して学生ユーザによって作成される学生ファイルは評価ファイルに対する応答である。評

価ファイルは、前記講師ユーザによって選択されて前記学生ユーザの能力を評価する複数

の試験問題であってもよい。試験問題は、利用可能な試験問題の所定のプールから講師ユ

ーザによって選択されてもよい。試験質問は、実質的に評価ファイルの作成時点で講師ユ

ーザによって作成されてもよく、またオプションでプールに加えられてもよい。学生ファ

イルは講師ユーザによって審査されて、成績が割り当てられてもよく、この成績は学生ユ

ーザに対してオンラインで利用可能になされよう。講師ユーザは複数の学生ファイルを審

査することから得られる成績を照合し、照合された成績が講座に関連するすべての学生ユ

ーザに対してオンラインで利用可能になされてもよい(例：クラス平均点、円グラフまたは

棒グラフ)。 

【００２３】 

学生は、講師ユーザによって作成された課題ファイル読むこともでき、学生ユーザによっ

て作成された学生ファイルは課題ファイルに対する応答である。 

【００２４】 

「デジタルドロップボックス」は、講座に関連する一名以上の学生ユーザからサーバーコ

ンピュータへ転送される複数のファイルを含んでもよい。講師ユーザはドロップボックス

ファイル内のファイルへのアクセスを与えられ、それによって講師ユーザがドロップボッ



クス内のファイルをダウンロード、編集、およびアップロードできる。 

【００２５】 

ユーザは、そのユーザに関連する講座ファイルへのアクセスを与えられるようにするため

に、ユーザーコンピュータへのログイン手順の入力を要求されてもよい。 

【００２６】 

次いで、ユーザは、ログオン手順の入力後にユーザが関連するすべての講座に対するアク

セスを与えられる。ユーザは、複数の講座ハイパーリンクを含むＷｅｂページを与えられ、

各講座ハイパーリンクは、ユーザが講師あるいは学生のいずれかで名簿登録されている各

講座に関連する。講座ハイパーリンクの選択は、ユーザに選択講座に関連するＷｅｂペー

ジを与え、Ｗｅｂページは、講座に関連する様々なコンテンツ領域に対するコンテンツハ

イパーリンクとボタンとを含む。このコンテンツハイパーリンクおよび／またはボタンは、

通知領域ハイパーリンク、講座情報ハイパーリンク、スタッフ情報ハイパーリンク、講座

ドキュメントハイパーリンク、課題ハイパーリンク、通信ハイパーリンク、および学生用

ツールハイパーリンクを含む。通知領域ハイパーリンクの選択は、一群の講座通知を含む

Ｗｅｂページを与える。講座情報ハイパーリンクの選択は、関連講座に関する情報を含む

Ｗｅｂページを与える。スタッフ情報ハイパーリンクの選択は、関連講座の講師に関する

データを含むＷｅｂページを与える。講座ドキュメントハイパーリンクの選択は、講座に

関連するドキュメントのリストを含むＷｅｂページを与え、それはドキュメントに対する

アクティブハイパーリンクであってよい。課題ハイパーリンクの選択は、一群の講座課題

を含むＷｅｂページを与える。通信ハイパーリンクの選択は、非同期通信ツールと同期通

信ツールとを備える一群の通信ツールに対するハイパーリンクを含むＷｅｂページを与え

る。 

【００２７】 

本発明の別の局面にでは、ユーザーコミュニティに複数のオンライン講座に対するアクセ

スを与えるためのシステムが提供され、このシステムは、ネットワーク上の複数のユーザ

ーコンピュータのそれぞれと接続するひとつのサーバーコンピュータを備え、前記サーバ

ーコンピュータは、外部コンピュータに関連する既存のユーザーアカウントのファイルか

ら講座ユーザーアカウントを作成するための手段を備える。このようにして、記憶装置に

格納された多数のユーザーアカウントを有する既存の遺産システムは、その中へユーザー

データを再入力する必要もなくこのシステムに統合されることができる(バッチ登録と称

する)。 

【００２８】 

本発明のなお別の局面においては、オンライン教育を提供するための方法が与えられ、こ

の方法は：オンラインで提供される講座を設定するステップ；オンラインで一群の学生ユ

ーザが受ける講座を提供するステップ；および、講座ファイルに対するネットワーク上の

アクセスを、講座に登録している学生ユーザに与えるステップ；を含む。講座を設定する



ステップは：講師ユーザが講座の授業で使用するための１セットの講座ファイルを生成

し；次に、サーバーコンピュータでの格納のためにサーバーコンピュータへ講座ファイル

を転送し；次に、講座ファイルに対するアクセスを、ネットワーク上のサーバーコンピュ

ータに対するアクセスを有する学生ユーザの所定コミュニティにとって利用可能にする；

ことを含む。 

【００２９】 

好ましくは、講座ファイルの少なくともひとつが講座課題を含み、学生ユーザは講座課題

に応じて学生ファイルを作成して、サーバーコンピュータに学生ファイルを転送する。講

師ユーザはサーバーコンピュータから前記学生ファイルにアクセスし、学生ファイルを審

査して講座課題との準拠を判断し、講座課題との準拠判断の機能として学生ファイルに成

績を割り当てる。講師ユーザは、成績に関連する学生ユーザだけがアクセス可能なサーバ

ーコンピュータ上のファイルへその成績を送ってもよい。講師ユーザは、講座に登録した

複数の学生ユーザのためにこれらのステップを繰り返し行ってから、学生ユーザに割り当

てられる前記成績に関する統計解析を行ってもよい。解析の統計結果は、講座に登録され

た学生ユーザにとって利用可能であるようにしてもよい。 

【００３０】 

講座に登録された学生ユーザがアクセス可能な非同期通信ツールが、学生ユーザ間の非同

期通信を可能にするために提供されてもよい。同様に、講座に登録された学生ユーザがア

クセス可能な同期通信ツールが、学生ユーザ間の同期通信を可能にするために提供されて

もよい。 

【００３１】 

本発明はまた、オンライン登録や受講料支払いを容易にすることを望んでいる単科大学、

総合大学、その他教育機関に融通性のあるインフラ（基盤）を提供することにより、先行

技術を確かなものにする。より具体的には、本発明は、限定するものではないが単位ごと

の時間ベースの請求や登録者ごとのベースでの請求を含め、異なる請求方法に対応するこ

とができる。受講料は、クレジットカード、デビットカード、小切手、あるいはその他の

確認可能な支払方法で支払うことができる。支払いの確認は本発明により実施してもよく、

さもなければ、本発明に、第３者が提供する確認サービスをインターフェースしてもよい。

更に、本発明は、オンライン請求情報を、単科大学、総合大学、その他教育機関の標準請

求プラクティスと容易にインターフェースさせることができる。既存の請求プラクティス

との統合化は、自動化システムへの移行を平易にするのである。 

【００３２】 

更に、本発明は、オープンシステムとして構成されてもよく、そこでは、誰もが、インタ

ーネット上でサーバーへ接続して、インターネット上で接続されたほかの誰かが取得して

もよい講座オンラインを生成できる。このようにして誰もが、他の誰にも利用できる仮想

クラスルームを作ることができる。このことは、彼らが総合大学等の特定の機関とつなが



りがあるかどうかに関わり無い。例えば、弁護士は特許法オンラインで講座を開いて、登

録パスワードを入力する必要があるようにシステムを構成できる。次に、弁護士は、講座

へ登録可能な望ましい学生にパスワードを選択的に与えることできる。代替としては、弁

護士は、クレジットカード等で、講座へ登録するための支払いを要請できるようにシステ

ムへリクエストできる。 

【００３３】 

【発明を実施するための最良の形態】 

図３９を参照すると、本発明は、非連結の講師ユーザと学生ユーザとの間で講座コンテン

ツおよび関連情報を交換するためのシステムおよび手段を含んでいる。講師ユーザは、本

発明のシステムおよび手段に制限されることなく、これらを使用することによって１人以

上の非連結の学生ユーザと対話を行って、講座の講義、教科書、引用文献、およびその他

の講座資料を含む講座ファイルを送信し、学生からの質問および入力を受信し、インター

ネットやＷｏｒｌｄ Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ等の電子ネットワークを使用した参加型クラスディ

スカッションを実施する。講座ファイルへのアクセスはアクセスレベルおよび制御ロジッ

クによって制御されて、システムの完全性およびセキュリティを確保する。また、管理者

ユーザはシステムへのアクセスを有して、ここで定義されるような管理上のタスクを行う。 

【００３４】 

システムアーキテクチャ 本発明による教育支援システム１００の好ましい実施形態のシ

ステムアーキテクチャは図１に示されている。ここで図１を参照すると、教育支援システ

ム１００はアプリケーションサブシステム１１０、Ｗｅｂブラウザ１２０、Ｗｅｂホスト

サーバ１３０、データベースサブシステム１４０、およびコアサブシステム１５０を備え

ている。Ｗｅｂホストサーバ１３０は更に、シェルサービス１３１を備えている。アプリ

ケーションサブシステム１１０は更に、コンテンツレジストリ１１ひとつルレジストリ１

１２、講座レジストリ１１３、ひとつ以上のコンテンツエンジン１１４、ひとつ以上のツ

ールエンジン１１５、およびひとつ以上の講座エンジン１１６を備える。コアサブシステ

ム１５０は更に、コアエンジン１５１、アクセスマネージャ１５２、ユーザーインターフ

ェース（すなわちＵＩ）マネージャ１５３、ユーザーマネージャ１５４、グループマネー

ジャ１５５、イベントマネージャ１５６、ログマネージャ１５７および接続マネージャ１

５８を備える。 

【００３５】 

本発明の好ましい実施形態では、教育支援システム１００はクライアントサーバーネット

ワーク接続形態で実装される。ユーザ（学生、講師、教育助手〔ＴＡ〕、または管理者等

の役割をひとつ以上有しているであろう者）はＷｅｂブラウザ１２０を経由して教育支援

システム１００にアクセスし、対話を行う。より具体的には、ユーザは、ＰＣまたはワー

クステーション等の標準的なコンピュータプラットフォーム上で動作するＷｅｂブラウザ

１２０を経由して、ＴＣＰ／ＩＰ、ＨＴＴＰ、ＳＭＴＰ、およびＦＴＰに制限されるわけ
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ではないが、これらを含む標準的なインターネットインターフェースをユーザに与えるシ

ェルサービス１３１ サーブレットを介して、アプリケーションサブシステム１１０および

コアサブシステム１５０にアクセスする。具体的には、シェルサービス１３１ サーブレッ

トが、Ｗｅｂブラウザ１２０クライアントから受信するＨＴＴＰリクエストに含まれるＵ

ＲＬエンコード情報を使用して、対応する要求されたアプリケーションサブシステム１１

０またはコアサブシステム１５０を実行する。またシェルサービス１３１ サーブレットは

ユーザー認証およびセッション管理も提供する。 

【００３６】 

アプリケーションサブシステム１１０は、図３で説明されるようなエンジン／レジストリ

モデル３００に準じて機能する。一般に、エンジン／レジストリモデル３００はひとつ以

上のエンジン３０１、レジストリ３０２、およびコンテキストファクトリ３０３を備える。

エンジン３０１はコンテンツエンジン１１４、ツールエンジン１１５、講座エンジン１１

６、およびコアエンジン１５１を含むが、これらに制限されるものではない。レジストリ

３０２はコンテンツレジストリ１１ひとつルレジストリ１１２、および講座レジストリ１

１３を含むが、これらに制限されるものではない。講座エンジン１１６は、学生ユーザが

アクセスするセットの教材を関連付けて、コンテンツレジストリ１１１に含まれるような

これらの情報アイテムに関する参照をまとめることによって講座を作成する。具体的には、

講座エンジン１１６が、ユーザによって要求されている特定のリソースに関連したコンテ

ンツエンジン１１４のインデックスに関し、コンテンツレジストリ１１１を検索する。 

【００３７】 

コンテンツエンジン１１１（訳注：図１では１１４）は、テストを生成して教育支援シス

テム１００の使用においてユーザを支援し、指導する。評価エンジンを含む。例えば、教

育支援システム１００の評価エンジンによって提供されるようなテストでは、講座を構築

するために講師に対して段階的に指示を与える。次いで、テストオンライン上で講師に与

えられて、講師はカスタマイズした講座を構築することが可能となり、教育支援システム

１００を使用してそれを提供する。 

【００３８】 

実際の講座コンテンツを示すコンテンツエンジン１１１（訳注：図１では１１４）とは異

なり、ツールエンジン１１５は一般に特定の講座に関連した使用だけに限らず、複数の講

座で利用可能なケイパビリティを提供するインストール可能なプログラムを備える。 

【００３９】 

講師が好ましいとする授業形態はそれぞれ異なる。更に、同じ講師でも教える教科によっ

ては異なる授業形態を重視するかもしれない。例えば、個々に宿題を出すことを重視する

講師もいれば、その一方でグループまたは共同作業的なアプローチを好む講師もいる。教

育支援システム１００は様々な授業形態を支援する。評価エンジンと対話する間、特定の

１セットのツールエンジン１１５を実行することによって、講師は自分の好ましい授業形
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態に準じて講座科目をカスタマイズすることができる。ツールエンジン１１５の一例には、

任意の講座に関連する学生のグループ対話および共同作業を考慮した教育支援システム１

００によって与えられるチャット／ホワイトボード通信ツール（同期および／または非同

期）がある。その他のツールには、グループ指向のメッセージ配信に関する通知、暦関連

行事および情報を格納するためのカレンダー機構、スレッドディスカッション形式での質

問および回答を投稿するための会議室、メモの編集、グループページ、およびＥメールサ

ービスを含むが、これらに制限されるものではない。更に、教育支援システム１００によ

って与えられるケイパビリティは、受講可能な講座すべてのカタログリスト、学生ユーザ

がオープン受講またはクローズド受講の何れかの状態で受講できる手段、講座テンプレー

トおよび講座テーマを含む講座作成のための手段、講座／ページエディタおよびビューア、

サイトページエディタおよびビューア、通知を作成し、配布する手段、カレンダー機能、

オンラインディスカッションの性質を持つチャット掲示板、グループ対話だけでなく例え

ばＭｉｃｒｏｓｏｆｔ ＰａｉｎｔＴＭを使用した自由な形式の情報表示を許容するホワイ

トボード、講師と学生との間、および講師と学生グループとの間でＥメールを送信する手

段、講座メンバーおよびメンバーのｗｅｂページへのリンクに関するリスト、グループお

よびグループのＷｅｂページへのリンクのリスト、ファイル共有領域、学生ユーザに課題

を与える手段、様々なタイプの学生評価（すなわちテスト）を実施する手段、順次形式で

授業の資料を与える手段、ユーザを追加、削除する手段、ヘルプドキュメント、成績書お

よび進行状況追跡のメンテナンス、個人用Ｗｅｂページまたはホームページへのリンク、

およびアップロードされたコンテンツすべてに関する引用を備えるリソースライブラリを

含むが、これらに制限されるものではない。講座テンプレートによって講師はその後の講

座のために講座の構成を容易に再利用することが可能となる。講座テーマによって講師は

講座のサイトの見た目や感じを変えることが可能となる。 

【００４０】 

更に、教育支援システム１００の本発明の好ましい実施形態は、単一のアプリケーション

で複数の環境４００を支援する。支援される異なる環境４００の例としては、学生ユーザ

がアクセスする学生中心の情報に関する個人用Ｗｅｂページ、およびシステムのメンテナ

ンスで使用される管理者の環境が含まれる。教育支援システム１００アプリケーションの

特定部分は支援を受ける環境４００すべてに渡って一貫しているが、その一方ユーザにと

っての見た目が異なる環境４００に対して変わることがあってもよい。環境４００はアプ

リケーション領域を囲むコンソールフレームによって定義される。図４で示されるように、

４フレームのページによって定義される環境４００の一例では、コンソールナビバー４０

１およびコンソールトップ４０２、またツールバー４０３およびコンテンツ４０４を備え

る。コンソールナビバー４０１およびコンソールトップ４０２は、コンソールフレームセ

ットによって制御され、その一方でツールバー４０３およびコンテンツ４０４は別のフレ

ームセットによって制御される。例えばツールバー４０３の「ボタン」は環境４００に拘
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わらず、常にアプリケーション領域のフレーム上部に配置される。こ等のアプローチは、

ユーザ、特に講師に自分達の講座科目をカスタマイズする能力を与え、その一方で環境４

００全体に渡るアプリケーション領域の共有を許容するという一貫したユーザーインター

フェースの特長にも準じている。学生ユーザおよび講師は、同じ基本環境４００形式を介

して教育支援システム１００と対話する。 

【００４１】 

コンテンツファクトリ３０３は、あるユーザに関連したひとつ以上の講座に対してそのユ

ーザをマッピングする情報を備えている。 

【００４２】 

アクセスコントロールマネージャ１５１は、サブシステムからの要求に応じてひとつ以上

のサブシステムに対してアクセスコントロールリスト（ＡＣＬ）を作成して、ＡＣＬを厳

守することによってサブシステムのリソースを保護する。教育支援システム１００は多数

のアクセス制限レベルを与えて、異なるタイプのユーザが効果的にシステムと対話するこ

とが可能となり（例；ｗｅｂページへのアクセス、ファイルのアップロードまたはダウン

ロード、成績情報の閲覧）、その一方で情報の機密性を保持する。 

【００４３】 

ユーザーマネージャ１５４は学生中心の情報を、関連教育機関の既存のネットワークベー

スシステムに統合する。本発明の好ましい実施形態では、ユーザーマネージャ１５４は、

現行の学生中心の情報をメンテナンスするために、外部教育機関のデータベースに含まれ

る情報に定期的にアクセスし、それを取り出すランタイムコンポーネントおよびバッチ処

理コンポーネントを備える。ユーザーマネージャ１５４は、成績、登録、講座スケジュー

ル、学費援助等に関連する教育機関独自の電子ネットワークおよびシステムを含む既存ま

たは従来のネットワークベースシステムに、教育支援システム１００を統合させることを

容易にし、それには既存のシステムまたはセキュリティ手順を変更する必要性がない。 

【００４４】 

本発明の好ましい実施形態では、アプリケーションサブシステム１１０およびコアサブシ

ステム１５０はＪａｖａ（商標） Ｄａｔａｂａｓｅ Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ（ＪＤＢ

Ｃ）標準インターフェースを経由してデータベースサブシステム１４０と対話して、ＳＱ

ＬおよびＤＢ２ユニバーサルデータベース規格に制限されるわけではないが、これらを含

む関連データベースの使用を可能にする。 

【００４５】 

拡張性は、図１で説明されるモジュラーシステムアーキテクチャ、および好ましい実施形

態において図２で示されるようなロードバランシングサーバ２００を使用することによっ

て、与えられる。ユーザがシステムに追加され、Ｗｅｂブラウザ１２０クライアントとし

てユーザがシステムにアクセスするので、新たに別のＷｅｂサーバーホスト１３０をシス

テム全体に追加してそれに合わせたシステムの容量増加をもたらしてもよい。ロードバラ

http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000005
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000006


ンシングサーバ２００は、処理にあたり最も繁忙でないＷｅｂサーバーホスト１３０に新

規のＷｅｂブラウザクライアント１２０を割り当てる。このようにＷｅｂサーバーホスト

１３０すべてに渡ってロードバランスをとることで、教育支援システム１００は応答時間

が任意のユーザにとって受け入れられないほど長くなることを防ぐ。本発明の好ましい実

施形態では、ロードバランシングサーバ２００が各Ｗｅｂサーバーホスト１３０の利用％

に関するひとつ以上の測定基準を保守し、ロードバランシングアルゴリズムのこれらの利

用測定基準への適用に基づき、最も繁忙でないＷｅｂサーバーホスト１３０を選択する。 

【００４６】 

本発明の好ましい実施形態では、教育支援システム１００にログオンする時点で、シェル

サービス１３１サーブレットはユーザに対し、集約された学生中心のデータを含む個人用

Ｗｅｂページをレタリングして示し、その集約データには、個人用クラススケジュール、

成績、行事リスト、つまり総合カレンダ、関連ツールへのリンク、特定の学生をメンバー

とするグループ向けの学生グループ行事、およびクラス通知を含んでもよいが、これらに

制限されるものではない。 

【００４７】 

教育支援システム１００は、ＵＮＩＸＴＭサーバ、ＮＴＴＭサーバ、ＳｏｌａｒｉｓＴＭ、ＨＰ

ＴＭ、およびＬｉｎｕｘＴＭを含む様々なコンピューティングプラットフォームで実行される

が、これらに制限されるものではない。教育支援システム１００は、Ｎｅｔｓｃａｐｅ Ｎ

ａｖｉｇａｔｏｒＴＭ およびＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ＥｘｐｌｏｒｅｒＴＭ

に制限されるわけではないが、これらを含む広く普及したＷｅｂブラウザをサポートする

ものであり、また好ましい実施形態では、Ｗｅｂブラウザクライアントでのプラグインを

必要としない。 

【００４８】 

本発明の好ましい実施形態では、自動アップロードまたはインポートケイパビリティが与

えられ、そこでユーザはシステムにファイルをアップロードしてもよく、またファイルタ

イプに基づいた情報のグループ分けに加え、フィールドおよびその他のカテゴリー化も保

持するような方法で、システムはアップロードされたファイルに含まれる情報を提示また

は表示する。教育支援システム１００は標準的なインポートファイル形式を提供し、こ等

の情報のネイティブグループ分けの保持を達成する。本発明の最も好ましい実施形態では、

自動アップロードケイパビリティは、ネイティブ形式およびＨＴＭＬ形式の両方にアップ

ロードされたファイルをインポートし、ネイティブ形式のファイルに関してネイティブ形

式に関連するファイル形式をメンテナンスし、更にＨＴＭＬ形式のファイルに関してネイ

ティブ形式をＨＴＭＬ形式に変換する。 

【００４９】 

教育支援システム１００は様々なビジネスモデルを支援する。例えば、教育機関は教育支

援システム１００を経由して各学生に受講料を請求してもよく；また、講師は教育支援シ



ステム１００を使用して電子商取引機能へのリンクを個々の学生に与え、受講料の支払い

を処理してもよい。 

【００５０】 

このように、システムおよび方法は、ユーザが簡単で使い易いユーザーインターフェース

という手段を介してコンピュータネットワークベースの教育支援システムと対話すること

が可能となり、既存の業務およびシステムに与える混乱を最小限にして、容易に既存のコ

ンピュータネットワークおよびバックエンドシステムにそのシステムおよび方法を統合さ

せることができることを示している。開示されたシステムおよび方法は増加するユーザを

収容するために拡張可能であり、多様な授業形態に順応することができる。 

【００５１】 

３層機能 ここで本発明の更なる詳細について説明する。本発明は教育機関によってそこに

提供され得るシステムにおいて３つの機能レベルを示す４つの実施形態、およびインター

ネット上の誰に対しても提供できるひとつの実施形態において実施される。ひとつの実施

形態では「第１層」機能を実施し、講座マネージャと呼ばれる基本的なシステムを取り入

れている。講座マネージャはコース管理システムツールを提供し、それによって講師はＷ

ｅｂ上で講座資料、会議室、バーチャルチャット、オンライン評価、および専用のアカデ

ミックリソースセンターを学生に与えることが可能となる。更に以下で説明するように、

講座マネージャは、個人用情報管理ツール、講座コンテンツ管理ツール、講座通信と共同

作業ツール、評価ツール、アカデミックＷｅｂリソース、講座管理ツール、およびシステ

ム管理ツールを含む。 

【００５２】 

「第２層」の実施形態は、中核から何層にも広がるようなポータルモデルにおける基本的

な実施形態の機能すべてを取り入れており、講座＆ポータルマネージャとしても周知であ

る。この実施形態は、第１層の講座マネージャの及ばない層にまで展開し、教員、学生、

スタッフ、および卒業生向けにカスタマイズされた教育機関全体のポータルに、多くの個

人向けニュースおよびＷｅｂ全体からの情報サービスへのアクセスを提供する。教育機関

の商標設定および特化された見た目や感じで以って、プラットフォームをカスタマイズす

ることができる。それによって教育機関はオンライン通信、ＷｅｂベースのＥメール、カ

レンダ、通知およびタスクを発達させることが可能となる。またそれは教育機関のオンラ

インサービスすべてに対する中央アクセスポイントを考慮するものである。講座マネージ

ャの特長に加え、講座＆ポータルマネージャは、エンタープライズデータベース支援、カ

スタマイズ可能なポータルモジュールと情報サービス、ＷｅｂベースのＥメールシステム、

コミュニティ管理、教育機関のサービス管理、教育機関の商標設定による更なるカスタマ

イズ化、教育機関全体でのコンテンツ共有と管理、および講座の電子商取引管理を含む。 

【００５３】 

第３の実施形態とは第３層システムであり、高度講座＆ポータルマネージャとして周知で



ある。この実施形態は完全な端末相互の「Ｅ学習」ソリューションを取り入れている。講

座＆ポータルマネージャに加え、この第３層では、ユーザー主導型のシングルログインサ

ービスデリバリだけでなく、教育機関内の各学校、学部またはキャンパスがそれぞれ独自

にカスタマイズした環境をメンテナンスすることが可能となるケイパビリティも考慮した

ひとつの統合プラットフォームへと、様々なオンラインキャンパスシステムを一本化させ

るための高度なＪａｖａ（商標）ベースＡＰＩを提供する。このように、これは十分に機

能的な実施形態であり、第１層と第２層のすべての特長および機能を含み、以下で更に定

義するように、学生データベースをダウンロードするためといった既存のエンタープライ

ズシステムに本発明を統合することを許容する特定の統合技術を付け加えている。これは、

スナップショットユーザー管理ＡＰＩ、イベント主導型（リアルタイム）ユーザー管理Ａ

ＰＩ、エンドユーザー認証（セキュリティ）ＡＰＩ、およびユーザー認証データを受け渡

すためのネットワークプロトコルを含む。 

【００５４】 

教育機関の必要性および予算に最も適すると思われるライセンシングプログラムで、教育

機関に対して各層を提供することが検討されている。 

【００５５】 

本発明の第４の実施形態は、インターネット上で公に利用可能なＷｅｂサイトとして実施

され、教育機関の関係者であるかどうかにかかわりなく、任意の者がそこにアクセスして

もよい。この実施形態では、以下で更に説明するように、Ｗｅｂ上の任意の者が講座を作

成したり、公開講座を受講したりすることができる。これによって、誰でも独自の講座を

生成することが可能なツールおよびユーティリティが幅広く普及し、事実上あらゆる学生

がその講座を受講することができる。 

【００５６】 

更にここで説明されるように、本発明の特長である講座管理ツールによって、講師はＷｅ

ｂブラウザーインターフェースから自分の講座Ｗｅｂサイトを監視、制御、およびカスタ

マイズすることが可能となる。講座コントロールパネルはそのような講座管理に対し強力

で使い易いインターフェースを提供する。そのシステムによって、講師は自分の必要性や

要求に応じて講座Ｗｅｂサイトナビゲーションボタンの名称をカスタマイズすることが可

能である。またそのシステムによって、講師は要求に応じて講座から個々の学生または学

生グループを追加したり除名したりすることが可能となる。またシステムは、期間限定の

自主受講（例；指定日のみの自主受講機能）、パスワード保護された受講、および規定の

講座期間での受講（例；マイペースでの学習向け）等の拡張された学生の受講オプション

を特徴とする。講座は学期間で会議室、評価、およびその他のコンテンツ領域を自動的に

リセットすることにより、リサイクルしてもよい。加えて、講師はそのシステムを介して

学生の進行状況、成績およびコンテンツの利用について追跡することができる。 

【００５７】 



更にここで説明されるように、本発明の特長であるコンテンツ管理ツールによって、講師

は講座文献、スタッフ情報、課題等を送ることが可能となる。テキストは、フォームに直

接タイプされてもよいし、または既存のファイルにアクセスし、それを自動的にアップロ

ードしてもよい。ワープロファイル、スプレッドシート、スライドプレゼンテーション、

グラフ、オーディオおよびビデオクリップ等のドキュメントはこの方法でアップロードし

てもよい。ストリーミングマルチメディアが学生と講座との間に対話形式を提供する。ポ

ップアップマップは容易な講座サイトナビゲーションを提供し、従って授業および学習環

境を充実させている。 

【００５８】 

通信および共同作業ツールは、非同期会議室だけでなく同期チャットツールを用いて学生

と講師との間の対話を活発にする。オンラインディスカッションを管理することができ、

そこではメッセージを日付、著者、タイトル等で区分することが可能であり、またそれを

アーカイブにしたり印刷することができる。デジタルドロップボックスはファイル共有ユ

ーティリティであり、ユーザ間でのドキュメントの共有を許容する。バーチャル勤務時間

を設けてもよく、更にこれらのツールを用いて課外活動をオンライン上で実施してもよい。 

【００５９】 

本発明の評価ツールは学生の準備態勢をより万全にし、学生の進行状況を測ることに加え、

テストとサーベイを作成および管理することによって授業をカスタマイズする。テストと

サーベイを作成するために、使い易く段階的な工程が与えられ、そこで講師が多岐選択式、

複数正解、○×式、照合、順序づけ、穴埋め、および小論文のような多数の質問タイプを

併用し、組合せてもよい。マルチメディアまたはその他の添付ファイルは、容易に評価質

問に含まれることができる。質問を評価プールからランダムに抽出し、再利用してもよい。

学生に与えられるテストをパスワードで保護しテスト時間を設定してもよいし、学生に即

座にフィードバックを与えてもよい。好都合なことに、評価および学生の回答から統計レ

ポートを作成してもよい。 

【００６０】 

本発明における個人情報管理ツールによって、学生、講師、管理者およびその他すべての

ユーザは、ユーザ中心の「私の教育機関（Ｍｙ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎ）」スクリーンを

介して基本講座、個人データ、および教育機関のデータにアクセスすることが可能となる。

ユーザは１つの中心地にある多数の講座から通知を閲覧し、個人用カレンダー、アドレス

帳、ユーザディレクトリおよびｔｏ―ｄｏリストをメンテナンスしてもよい。 

【００６１】 

また本発明は、学生のオンライン学習経験を補う多量のアカデミックリソースに対するア

クセスに備えるものである。ユーザは各講座Ｗｅｂサイトにリンクされた分野別情報、リ

ソースおよびコミュニティを閲覧してもよい。ユーザの必要性に応じて、これらのアカデ

ミックリソースをカスタマイズし、個人用としてもよい。 



【００６２】 

本発明で利用可能なシステム管理ツールによって、システム管理者は教育機関のオンライ

ン授業および学習環境をＷｅｂブラウザから監視、制御およびカスタマイズすることが可

能となる。システム管理者はセキュリティ許可を制御し、多くのユーザ役割に関する機能

を有効／無効にする。システム全体でユーザ受講（または非受講）のバッチ処理を行って

もよい。基本設定およびオプションは多数の講座で管理してもよく、それらはすべて中央

システム管理者パネル内から行われる。またシステム管理者は、教員、学生、および講座

統計を追跡およびレポートし、またコンテンツ格納用ディスクの規定割り当て容量を講師

に割り振ることによってシステムハードウェアの要求事項を計画および管理し、更にシス

テムのメンテナンスまたは教育機関の通知に関してユーザへメッセージを配信するシステ

ム全体通知を採用してもよい。 

【００６３】 

講座＆ポータルマネージャの実施形態では、エンタープライズデータベース支援によって、

教育機関全体または教育機関のシステム全体に渡る何万人ものユーザを支援する。ユーザ

および講座データを効率的かつ効果的に管理することができる。その上、大量のトランザ

クションを効率的かつ効果的に管理することができる。「私の教育機関」インターフェー

スは、ポータルおよびコミュニティ機能だけでなく、Ｗｅｂ上でのＥメール、講座や教育

機関からの通知、およびキャンパスの他学部へのリンクに対する素早いアクセスをも含む。

管理者はポータルモジュールを有効または無効にし、ポータルオプションメニューバーか

ら必要なモジュールやオプションモジュールを設定してもよい。また管理者は、それぞれ

異なるポータルデフォルト設定をそれぞれのユーザ役割に割り当ててもよい（例：学生は

講師と異なるポータルを得る）。 

【００６４】 

講座の電子商取引管理機能によって、教育機関は講座受講料を設定し、「ｅラーニング」

プラットフォームを介して受講料を直接請求することが可能となる。 

【００６５】 

高度講座＆ポータルマネージャの実施形態では、スナップショットユーザ管理ツールが、

一度限りまたは定期的（例：時間毎、日毎、週毎）に行う既存の学生情報システムのデー

タ統合に関するスケジュール設定、講座受講者数の自動調整、および管理上のデータや学

生データに同期させた「ｅラーニング」環境の維持を許容する。その上、エンドユーザ認

証は、すべての学生、講師、管理者およびスタッフ向けの教育機関ポータルに対してシン

グルログイン環境を可能にし、それによってすべてのキャンパスサービスを１つのＷｅｂ

ポータル環境へと簡素化する。 

【００６６】 

ここで更に、本発明に関する詳細および実施形態について説明する。図５ではユーザが閲

覧するホームページ５００のスクリーンショットを示し、それはあらゆるユーザの要求事
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項および希望に応じてカスタマイズ可能である。またホームページには教育機関のロゴを

載せてもよく、それによって図５で示される「あなたの教育機関（Ｙｏｕｒ Ｉｎｓｔｉｔ

ｕｔｉｏｎ）」ロゴ５０４では製品をライセンス化した教育機関の名称を表示する（例：

“Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ”）。またそのホームページは、ユーザに個人

用ツール、講座ツールおよび教育機関ツールへの直接的なアクセスを与える。更なる特長

として、そのシステムでは、各ユーザが多数のニュースおよび情報サービスから選択を行

うことが可能であり、それによってそのシステムを使用する者なら誰でも、自分にとって

最新かつ最も関連性のある情報にアクセスできる。この機能すべては１箇所 ― ホームペ

ージ上 ― に与えられ、それによって教育機関は、講座および外部情報源に対するビュー

を提供してキャンパス上のコミュニティ感覚を与える。 

【００６７】 

図５で示される「講座」タブ５０２を選択すると、図６で示されるように「講座」ページ

６００にユーザをリンクさせ、それによってユーザが授業を行う（６０２、６０４）およ

び／またはユーザが受講する（６０６、６０８、６１０）コースへの直接的なリンクを与

える。講座Ｗｅｂサイトにアクセスするために、ユーザが講座タイトル（同じく６０２、

６０４、６０６、６０８または６１０）をクリックすると、その講座に関連するＷｅｂペ

ージにユーザを自動的にリンクさせる。またユーザがページ６００の右側にあるリンクを

選択すると、講座カタログ６１２を閲覧する機会を得ることができ、そこではカテゴリに

従い講座が掲載されている。またユーザは閲覧講座カタログリンク６１４を選択し、講座

検索エンジンを用いて検索を行ってもよい。 

【００６８】 

例えば、この例ではユーザが授業を行う音楽紹介（Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｍｕ

ｓｉｃ）の講座に関し、リンク６０２を選択すると、図７で説明されるＷｅｂページ７０

０をユーザに示す。図７と８で示されるように、この実施形態での講座Ｗｅｂサイト７０

０に関するデフォルトビューは「通知」ページ７０２である。図８のスクリーンの下側部

分で見られるように、ボタン８０２を選択して不必要な特定タイムベースの通知（すなわ

ち当日、過去２週間、先月、もしくはすべて）を削除すると、ユーザは様々なタイプのビ

ューを選択するオプションを有する。また、ユーザは通知ページから移動した後（すなわ

ち、講座Ｗｅｂサイトの別のページを表示している）でも、Ｗｅｂページの左側にあるナ

ビゲーションツールバー８０６の「通知」ボタン８０４を単にクリックするだけで、「通

知」セクションに再びリンクすることができる。 

【００６９】 

講座Ｗｅｂサイト環境内において、ユーザはここで示されるように関連講座資料および通

信特長すべてにアクセスすることができる。講座全体の概要を別のブラウザーウィンドウ

９００で表示してもよく、そこではざっと目を通したり、思い通りにハイパーリンクする

ために講座コンテンツが利用可能である。図８では２つの部分（どちらの部分でも思い通
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りにスクロール可能である上側部分と下側部分から成り、講座の）で「音楽紹介」に関す

るＷｅｂページ全体を示す。そこで見られるように、与えられた機能ボタンの１つは「講

座マップ」８０８と記載され、それをクリックすると図９で示される「講座コンテンツ」

ウィンドウ９００をポップアップさせる（拡大ブラウザーウィンドウで）。そこで見られ

るように、ユーザは、現在構成される講座コンテンツ全体にアクセスするため、与えられ

た様々な見出しを閉じたり開いたりすることができる。そうすると、例えば、ユーザは「課

題」セクション９０２を開き、講座に関して今までに作成された課題すべてを掲載したリ

ンク可能なリストを得ることができる。あらゆる課題へのアクセスが容易なために、すぐ

その後にそれらをクリックすることができる。このような別のウィンドウ９００によって、

ユーザが現在Ｗｅｂサイトのどの位置に居ようと関係なく、講座全体を閲覧することが可

能となるので特に好都合である。 

【００７０】 

このように、「課題」リンク９０２の何れかを選択すると、ユーザは図１０で示されるＷ

ｅｂページ１０００にリンクされる。このＷｅｂページは講座に従ってコンパイルされて

いる各課題を掲載し、それぞれを特定の課題の全詳細を含むＷｅｂページにリンクさせる

ことができる。図８で示される講座ホームページの左側のツールバーにある「課題」ボタ

ン８０４をクリックすると、当然ながら図１０で示される課題ページ１０００も表示され

る。一般に、講座ホームページの左側のナビゲーションバーにあるツールバーボタンによ

って与えられる何れの機能も、そのサイトに対してアクセスのあったあらゆるページで利

用可能であり、それによって容易なナビゲーションを確保し、ユーザが現在どの位置に居

ようと、講座Ｗｅｂサイトで希望するあらゆる部分にジャンプして到達することできる。

同様に、講座コンテンツウィンドウは上述のように、類似の機能を提供する。 

【００７１】 

図１０で示されるように、課題Ｗｅｂページを表示することにより、テストとサーベイを

有するフォルダにリンクすることができる。これらのフォルダをクリックすると、学生お

よび／または講師にオンライン上で受講することができるテストを提示し、そこでは学生

がそのテストを終了した直後に、リアルタイムで自動的に回答を採点することができる。

この評価機能は以下で更に詳細を説明する。 

【００７２】 

一般に、課題は事実上あらゆるタイプの媒体で与えられてよいものであり、それは講師の

自由裁量に任せられる。例えば図１０で示されているのは「音楽における物理学（Ｐｈｙ

ｓｉｃｓ ｉｎ Ｍｕｓｉｃ）」に関するマルチメディアプレゼンテーションへのリンク１

００２であり、次の授業の前に、役に立つコンテンツの充実した授業を学生に提供する。

また課題は、学生が授業時間に必要な予習で読むテキストベースファイルと同様に簡単な

ものである。 

【００７３】 
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課題ページ１０００または通知ページ７００を選択することに加え、ユーザはツールバー

の講座情報ボタン１００４を選択してもよい。これは、例えば初めの歓迎メッセージやお

役立ちリソースへのリンク等、講師が学生に与える有意義な情報を掲載するＷｅｂページ

にユーザをリンクさせる。またそれ以外に講座Ｗｅｂサイトの別の部分で見つけられたリ

ソースについても、講座Ｗｅｂサイト開発者が望むのであればここで示される。他のＷｅ

ｂページやリソースへＵＲＬ形式でリンクしてもよく、また論理的に関連するリソースの

グループを含むフォルダへリンクしてもよい。 

【００７４】 

スタッフ情報ナビゲーションボタン１００６を選択すると、それぞれ講師、ＴＡ、教授等

を掲載するＷｅｂページと共に、各個人の勤務時間、アドレス、電話番号等を掲載するア

ブストラクトがユーザに与えられるだけでなく、Ｅメールを送信するためにクリックされ

るリンクも与えられる。これによって学生は講座全体を通して自分の思い通りに、素早く

容易にあらゆる講師へアクセスすることができる。またコンテンツの表示を向上させるた

めに、このページで画像および別のタイプのマルチメディアファイルを利用可能に作成し

てもよい。 

【００７５】 

ユーザは、ナビゲーションツールバーで示される「講座文献」リンク１００８を選択する

ことができ、その後、その講座に対して図１１のＷｅｂページ１１００が提供される。こ

れは講座に関連するすべてのドキュメントへの素早いアクセスをユーザに与える。学生と

して、ユーザは講座資料すべてにアクセスすることができ、それには学習経験を積ませる

ようなＷｅｂ上の情報へ更にリンクできることも含まれる。講師として、ユーザは多くの

ファイル形式のドキュメントを異なる場所から送る能力を有する。 

【００７６】 

図１０で示される「通信」タブ１０１０を選択すると、図１２で示されるように通信セン

タＷｅｂページ１２００が学生に与えられる。この領域で、ユーザはシステムの他のユー

ザとの通信を設定するだけでなく、様々なタイプの情報に関してシステムの別の領域にア

クセスするための、多くの異なる方法をユーザ自身の自由裁量で有する。このようにして、

ユーザは、Ｅメールユーティリティ１２０２、学生名簿リスト１２０４、学生ホームペー

ジのリスト１２０６、会議室１２０８、バーチャルクラスルームチャット１２１０、およ

びグループページリンク１２１２にアクセスすることができる。 

【００７７】 

Ｅメールの送信リンク１２０２を選択すると、様々なリンクを備えたＷｅｂページを読み

込み、それらのリンクによってユーザは、講座に登録された個々の学生、または学生のみ、

講師のみといったようにＥメールを送信することが可能となる。Ｅメール機能はＷｅｂベ

ースのＥメールを経由して達成され、それによって今日利用可能な多くの既存のＥメール

パッケージと同様、ユーザは添付資料等を送信することが可能となる。学生名簿リンク１
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２０４を選択すると、講座に登録された全学生を掲載するだけでなく、学生の了承を得れ

ば連絡先情報（例えば電話番号、住所、Ｅメールアドレス等）も掲載したＷｅｂページを

表示する。学生ページリンク１２０６を選択すると、クラスの各学生に関するホームペー

ジへのリンクをＷｅｂページに提供する。 

【００７８】 

図１３で示されるように、もう１つの非常に効果的な通信ツールは、非同期会議室１３０

０であり、学生が図１２の会議室リンク１２０８を選択するとそれが表示される。ここで、

学生はスレッドディスカッションを行うためにこれにアクセスすることができ、それらは

検索し易いようにアーカイブ化されている。会議室を使用することによって、学生はお互

いに助け合い、定時のクラス時間外でさえも、より容易に学習することができる。また、

それは講師およびＴＡにとって効果的な方法として使用され得るものであり、クラス外の

質問およびディスカッションを、そのクラスのその他の学生達とも共有するために保存す

る必要がある場合、指導ツールとしてそれを使用する。このユーティリティは当該技術に

おいて周知の技術に従って動作する。 

【００７９】 

バーチャルチャットリンク１２１０をクリックすると、図３３で示されるように「バーチ

ャルチャット」と記載されているＷｅｂページ３３００が学生に与えられる。つまり、各

講座は講座サイトに組み込まれた独自のチャット領域を有する。学生は講座についてのチ

ャットに参加することができ、また共同作業で課題を行い、教室または送られた資料の範

囲を超えて情報を共有することができる。講師はチャットを監視したり、積極的にディス

カッションに参加することができる。このリアルタイムバーチャルチャットという特長も

また、ホワイトボード形態に対応することができる。 

【００８０】 

グループページリンク１２１２を選択すると、特定の趣味（例えば音楽愛好家、読書狂、

スポーツファン等）でグループ分けされた様々なユーザグループを掲載するＷｅｂページ

が表示される。これらのグループへのアクセスは、定義可能なパラメータであり、システ

ム管理者によって設定される。 

【００８１】 

外部リンクボタン１０１２を選択すると、ＵＲＬが提供されているＷｅｂページを表示す

るが、それらのＵＲＬは講師が学生コミュニティにとっておそらく有用であろうと考える

関連コンテンツに関するものである。例えば、法律の講座では、様々な法的研究のＷｅｂ

サイト、議会のＷｅｂサイト等へのリンクが与えられる。 

【００８２】 

学生用ツールボタン１０１４を選択すると、図１４で示されるように関連リンクのＷｅｂ

ページ１４００を表示する。これらのリンクは、学生用ドロップボックス１４０２、情報

変更１４０４、成績チェック１４０６、ホームページ編集１４０８、学生用カレンダー１
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４１０、および学生用マニュアル１４１２のような学生が必要とする様々なツールを含む。 

【００８３】 

学生用ドロップボックスリンク１４０２をクリックすると、学生にＷｅｂページが与えら

れ、そこでは学生用デジタルドロップボックス、つまり学生が講座の講師との間で交換す

ることができるファイルのフォルダの制御およびそれに対するアクセスを許容する。図１

５で示されるように、ドロップボックスＷｅｂページ１５００によって、学生はボックス

１５０２に自分が講師に提出を希望するファイルのリソースロケーションをタイプしたり、

ファイルの場所を突き止め、適切なポインタを挿入する周知の技術に従って、ボタン１５

０４で自分のコンピュータのハードドライブやネットワークドライブ等を閲覧することが

可能となる。ファイルの送信ボタン１５０６をクリックすると、ファイルをアップロード

するタスクを完了させる。また、学生用ドロップボックスに存在するアップロードされた

ファイルのリスト１５０８と共に、ファイルの削除を可能にするコントロールリンク１５

１０もこのページで示される。このユーティリティを使用することで、学生は期末レポー

トのようなドキュメントを講師に提出することができ、講師はその後にそれを読み、返却

後に学生が見直しできるようファイルに対するコメントを送ることができる。 

【００８４】 

情報変更リンク１４０４を選択すると、氏名、住所、Ｅメールアドレス、電話番号、パス

ワード等の学生の個人データを示すＷｅｂページが学生に与えられる。加えて、この場所

で特定のシステムの基本設定を行ってもよい。このリンクはホームページ編集リンク１４

０８と類似しており、これによって学生は自分のホームページにアクセスし、自分の思い

通りの変更（例：ページ上のＪＰＥＧ画像の変更、ホットリンクリストの変更等）を行う

ことが可能となる。 

【００８５】 

成績チェックリンク１４０６を選択すると、試験、テスト、期末レポート、プロジェクト、

課題等、講座で学生が査定を受けた成績を示すＷｅｂページが配信される。学生が試験の

見直しを再び行うことができるよう、このユーティリティを介して特定の試験またはレポ

ートに学生をリンクさせてもよく、そうすることによって例えば学年末試験の準備に役立

てることができる。また、講師は学生に対してクラス全体の統計的審査を実施してもよく、

それによって学生は自分が受け取る成績に対してより感触を得ることになる（例えばクラ

スの中央値、平均値、グラフデータ等）。 

【００８６】 

学生用カレンダーボタン１４１０は周知のＰＩＭ（個人情報管理）機能を学生に与える。

カレンダーＷｅｂページは、その講座、学生の全講座、教育機関の全行事だけでなくユー

ザが計画した個人用カレンダー行事に関し、グラフィカルなディスプレイでカレンダー行

事を表示する。このように、それぞれ異なる構成要素ごとにカレンダー行事を計画するこ

とができ、学生がそのページの表示機能を選択するとそれらが選択的に表示される。例え
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ば、講師は講座に関わるカレンダー行事を計画することができ、管理者もキャンパス全体

に関わるカレンダー行事を計画することができるが、これらの行事は学生がその講座に登

録されてからその学生のカレンダーに表示される。これは従来可能であったカレンダーの

管理能力よりも優れた能力を学生に与える。 

【００８７】 

学生用ツールＷｅｂページ上の最後のボタンは学生用マニュアルリンク１４１２であり、

それを選択した場合、Ｗｅｂサイトをナビゲート中に「ヘルプ」参照で使用されるオンラ

インマニュアルへのアクセスを学生に与える。 

【００８８】 

一群のコントロールボタン１４２０がナビゲーションボタンのツールバーの下に配置され

ている。リソースボタン１４２２は、関連するオンラインリソースのＷｅｂページに直接

リンクし、更に以下で説明されるように講座関連問題をアシストする。上記で説明される

ように、講座マップボタン８０８は、講座コンテンツへの直接的なアクセスを備えた別の

ブラウザーウィンドウを与える。以下で説明されるように、私のブラックボードボタン１

４２４は、“「私のブラックボード（Ｍｙ Ｂｌａｃｋｂｏａｒｄ）」機能へのアクセスを

与える。検索ボタン１４２６によって、ユーザは条件およびキーワードで以って講座資料

すべてを検索することが可能となる。ログアウトボタン１４２８は現行の講座からユーザ

をログアウトする。また、この講座ボタンには受講があってもよく、これによって学生は

講座に登録することが可能となる（このボタンは、学生が受講していない講座にゲストと

してアクセスする場合に限り見ることができる）。 

【００８９】 

講師の機能 講師には、学生ユーザと実質的に同様の機能および制御が与えられるだけでな

く、ここで定義される追加機能も与えられる。つまり、通知、講座情報、スタッフ情報、

講座文献、課題、通信ツール、外部リンク、および講師が授業を行う所定の講座に関する

学生用ツールにアクセスするため、１セットの完全なナビゲーションボタンが講師に与え

られる。また講師にはコントロールパネルも与えられ、それによって講座管理だけでなく

講師にとって利用可能な開発ツールへのリンク１セットを表示することが可能となる。 

【００９０】 

講師のコントロールパネルＷｅｂページ１６００は図１６で示される。このコントロール

パネル１６０２は、講師が指導している講座を管理する上で役に立つ多くの特長を講師に

提供する。以下で示されるように、コントロールパネルは、コンテンツ領域１６０４、講

座ツール１６０６、講座オプション１６０８、ユーザ管理１６１０、評価１６１２、およ

びアシスタンス１６１４に分けられている。 

【００９１】 

コンテンツ領域 通知リンク１６１６は、講座用に送られたすべての通知、通知の著者（す

なわち、本領域にアクセスする権限を持つ講師が二人以上いる場合、どの講師によるもの
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なのか）、および変更ボタン１７０２と削除ボタン１７０４が記載されている、図１７に

示すようなWebページ１７００を表示する。また、通知の追加ボタン１７０６も備えるが、

このボタンは、講師自らが書き込み、サーバへ送信するブランクメッセージフィールドを

持つWebページを表示する。新規に追加された通知は次いで、クラスに登録されたすべての

学生に対して送られる。 

【００９２】 

講座情報リンク１６１８は、講座用に送られたすべての講座情報ドキュメントまたは講座

情報フォルダ、および変更ボタン１８０２と削除ボタン１８０４が記載されている、図１

８に示すようなWebページ１８００を表示する。また、アイテムの追加ボタン１８０６また

はフォルダの追加ボタン１８０８も備えるが、このボタンは、講師が書き込んで講座情報

エントリを定義する様々なフィールドを持つWebページを表示する。新規エントリをサーバ

へ送信すると、新規講座情報は、クラスに登録されたすべての学生に対して送られる。 

【００９３】 

スタッフ情報リンク１６２０は、講座に関係するすべてのスタッフエントリ（すなわち、

講師、タスク等）、および図１８に示すのと同様の各エントリ用の変更ボタンと削除ボタ

ンが記載されているWebページを表示する。また、アイテムの追加ボタンまたはフォルダの

追加ボタンも備えるが、このボタンは、講師が書き込んで新規スタッフアイテムエントリ

を定義する様々なフィールドを持つWebページを表示する。フィールドは、各スタッフメン

バのEメールアドレス、Webページ等へのリンクにも提供される。また、スタッフメンバの

画像をエントリに挿入してもよい。新規エントリをサーバへ送信すると、新規スタッフ情

報は、上記で説明した通り、クラスに登録されたすべての学生に対して送られる。 

【００９４】 

同様に、講座ドキュメントリンク１６２２は、講座用に送られたすべての講座ドキュメン

トまたは講座フォルダ、および上記で検討した変更ボタンと削除ボタンが記載されている

Webページを表示する。また、アイテムの追加ボタンまたはフォルダの追加ボタンも備える

が、このボタンは、講師が書き込んで講座ドキュメントエントリを定義する様々なフィー

ルドを持つWebページを表示する。ドキュメントは、学生が後でアクセスできるようサーバ

に直接アップロードしてもよいし、もしくは、外部リファレンスリソースへのリンクを提

供してもよい（すなわちURL）。新規エントリをサーバへ送信すると、新規コース情報は、

上記で説明した通り、クラスに登録されたすべての学生に対して送られる。 

【００９５】 

同様に、課題リンク１６２４は、講座用に送られたすべての講座課題または講座フォルダ、

および変更ボタンと削除ボタンが記載されているWebページを表示する。また、アイテムの

追加ボタンまたはフォルダの追加ボタンも備えるが、このボタンは、講師が書き込んで講

座課題エントリを定義する様々なフィールドを持つWebページを表示する。課題エントリは、

学生が後でアクセスできるようサーバに直接アップロードしてもよい。新規エントリをサ
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ーバへ送信すると、新規講座課題は、上記で説明した通り、クラスに登録されたすべての

学生に対して送られる。 

【００９６】 

また、外部リンクへのリンク１６２６は、講座用に送られたすべての外部リンクまたは外

部フォルダ、および変更ボタンと削除ボタンが記載されているWebページを表示する。また、

アイテムの追加ボタンまたはフォルダの追加ボタンも備えるが、このボタンは、講師が書

き込んで外部リンクエントリを定義する様々なフィールドを持つWebページを表示する。外

部リンクエントリは、学生が後でアクセスできるようサーバに直接アップロードしてもよ

い。新規エントリをサーバへ送信すると、新規外部リンクページは、上記で説明した通り、

クラスに登録されたすべての学生に対して送られる。 

【００９７】講座ツール講座ツールセクション１６０６において、講座カレンダーリンク

１６２８は、講座用に送られたすべてのカレンダー行事、および変更ボタンと削除ボタン

が記載されているWebページを表示する。また、アイテムの追加ボタンも備えるが、このボ

タンは、講師が書き込んで新規カレンダーアイテムエントリ（すなわち、説明、日付け、

時間等）を定義する様々なフィールドを持つWebページを表示する。カレンダーエントリは、

学生が後でアクセスできるようサーバに直接アップロードしてもよい。新規エントリをサ

ーバへ送信すると、新規カレンダーページは、上記で説明した通り、クラスに登録された

すべての学生に対して送られる。 

【００９８】 

講座タスクリンク１６３０は、講座用に送られたすべてのタスク、および変更ボタン１９

０２と削除ボタン１９０４が記載されている、図１９に示すようなWebページ１９００を表

示する。また、タスクの追加ボタン１９０６も備えるが、このボタンは、講師が書き込ん

で新規タスクエントリ（すなわち、説明、日付け、時間等）を定義する様々なフィールド

を持つWebページを表示する。タスクエントリは、学生が後でアクセスできるようサーバに

直接アップロードしてもよい。新規エントリをサーバへ送信すると、新規タスクページは、

上記で説明した通り、クラスに登録されたすべての学生に対して送られる。 

【００９９】 

Eメール送信リンク１６３２は、ユーザのEメール機能に提供されているものと同様のWebペ

ージを表示する（すなわち、講座に関連する個々のユーザ、全学生等特定の所定ユーザー

グループ等が選択できる）。 

【０１００】 

講師ライブラリリンク１６３４は、講師が講座用に送ったすべてのフォルダとファイル、

および変更ボタン２００２と削除ボタン２００４が記載されている、図２０に示すような

Webページ２０００を表示する。これら資料には、講師のみ（教授、TA等）がアクセスでき、

学生は直接アクセスできない。また、ファイルの追加ボタン２００６またはフォルダの追

加ボタン２００８も備えるが、このボタンは、講師が書き込んで新規エントリを定義する
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様々なフィールドを持つWebページを表示する。更に講師は、教育機関から追加ボタン２０

１０を選択して、すべての講師が利用可能な教育機関のリファレンスプールから、入手可

能な新規リファレンスを選択できる。新規エントリは、講座に関連する講師が後でアクセ

スできるようサーバに直接アップロードしてもよい。新規エントリをサーバへ送信すると、

新規講師ライブラリページは、講座に関連するすべての講師に対して送られる。 

【０１０１】 

バーチャルクラスルームリンク１６３６は、バーチャルクラスルームを立ち上げる（従っ

て、リアルタイムの同期クラスルームセッションに参加する）か、もしくは、クラスルー

ムアーカイブを見る（過去のクラスルームセッションを見るおよび／またはこれらセッシ

ョンを講師のコンピュータにダウンロードする）かのどちらかのリンクを提供するWebペー

ジを表示する。各講座はバーチャルクラスルームを含むが、これは学生間における通信用

とグループ内における通信用の同期チャットルームである。バーチャルクラスルームは、

クラスルームディスカッション、TAセッション、および勤務時間内に行われるタイプの質

疑／応答フォーラムを「生中継で」開くために利用できる。バーチャルクラスルームでは、

ゲストスピーカや主題に関する専門家に、クラスで講演してもらうことさえできる。 

【０１０２】 

バーチャルクラスルームはいくつかの異なる領域を含む。ホワイトボードスペースは、Web

ページが表示される大きな中央領域である。描画ツールバーの使用により、このスペース

に文字を書き込んだり、絵を描いたりすることもできる。メニューバーは、ホワイトボー

ドスペースで使用するフォントを選択したり、ホワイトボードスペース上のオブジェクト

を別のオブジェクトの背後に移動したりする等、ホワイトボードスペースに表示される情

報を変更するために使用される。授業の準備をしたり、ホワイトボードスペースに表示さ

れるスライドをナビゲートしたり、またグループディスカッションタブと質疑応答タブ（こ

れらタブに関する更なる情報については、タブパネルに関する説明を参照のこと）をクリ

アしたりすることもできる。 

【０１０３】 

アプリケーションツールバーは、Webページナビゲート用ツールを含む。ロケーションフィ

ールドは、ユーザがバーチャルクラスルームセッションの間に利用したいWebページのURL

を入力するために使用される。その後、Webページがホワイトボードスペースに表示される。

ユーザは、描画ツールバーを用いて、Webページに文字を書き込んだり、絵を描いたりする

こともできる。描画ツールバーは、ホワイトボードスペースに文字を書き込んだり、絵を

描いたりするために使用される。ステータス領域では、ステータスメッセージがバーチャ

ルクラスルームウィンドウの下部に表示される。タブパネルは、学生とチャットしたり、

学生の質問に応答したり、クラスルームにおける学生の行動を掌握したり、バーチャルク

ラスルームの学生に関する情報を見たりするために使用される。 

【０１０４】 



以下のパネルが使用可能である：【表１】 

 

 

会議室リンク１６３８を選択すると、講座に関連する利用可能な会議室へのリンクを提供

するWebページが表示される。会議室は、クラスルーム設定で使用される別の通信ツールで

ある。この特長はバーチャルチャットと同様であるが、非同期用に設計されているので、

ユーザは会話を行うため同時に在室している必要はない。会議室に関して更に有利な点は、

ユーザ間の会話が記録され、かつ整理される点である。会話は、スレッドとすべての関連

する応答とを含むフォーラムにグループ化される。 

【０１０５】 

デジタルドロップボックスリンク１６４０を選択すると、デジタルドロップボックス内に

存在するファイルの一覧を示す、図２１に示すWebページ２１００が表示される。デジタル

http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000025


ドロップボックスは、講師と学生がファイルの交換に使用できるツールである。ドロップ

ボックスは、ディスクまたはコンピュータから中央ロケーションへ、ファイルを「アップ

ロード」することにより機能する。参加者はその後、それを「ダウンロード」しに来てロ

ーカルで機能させることができる。デジタルドロップボックスは、一学生と講師との間で

資料交換するために使用される。すべての学生に送る必要のある情報は、ページエディタ

を使用して、講座ドキュメント領域に配置すべきである。 

【０１０６】 

個々の学生は、講座の学生用ツール領域に配置されたファイル転送領域から、ドロップボ

ックスへのアクセスが可能となる。学生は、グループホームページから個人のドロップボ

ックスへグループでアクセスすることもできる。 

【０１０７】 

表示されたWebページ２１００は、ドロップボックス内に現存するファイルの一覧を示すが、

これらファイルは参加者がユーザに送信したものである。ここに送られたファイルはアク

セスと保存が可能である。学生用領域へのファイルの送信２１０２は、ファイルがアップ

ロードされ、ここから特定の学生に送信される。ユーザは、要らなくなったファイルを削

除することもできる。 

【０１０８】 

講座オプション 講座オプション領域１６０８は、講座オプションリンク１６４２を含むが、

このリンクは、ボタンアベイラビリティ、ツールアベイラビリティ、講座アベイラビリテ

ィ、講座期間、受講オプション、受講料、およびゲストアクセス用のリンクを有するWebペ

ージを講師に対して表示する。ボタンアベイラビリティリンクを選択すると、ユーザが、

その講座の学生によって使用されるボタンをイネーブル化またはディスイネーブル化した

り、もしくはそれらを安全にする（すなわち受講生だけがアクセスできるようにする）こ

と等の、設定および構成を行うことのできるWebページを表示する。ツールアベイラビリテ

ィリンクを選択すると、講師が、その講座のための学生用のツールと通信機能（すなわち、

Eメール、会議室、バーチャルチャット、学生名簿、グループページ、学生用ドロップボッ

クス、ホームページの編集、個人情報、カレンダ、成績、タスク、電子黒板、学生用マニ

ュアル、および講座の検索）をイネーブル化またはディスエーブル化できるWebページを表

示する。講座アベイラビリティリンクを選択すると、講師が、学生の講座アベイラビリテ

ィをディスエーブル化できる（すなわち、講座サイトが終了するまで講座の利用を不可に

しておくことができる）Webページを表示する。講座期間リンクを選択すると、講師が、講

座の期間（継続、開始日と終了日、または受講登録日から起算した日数）を選択できるWeb

ページを表示する。登録オプションリンクを選択すると、講師が、学生が受講申込書を講

師にEメールできる「講師主導型」か、もしくは開始日と終了日が指定され、登録にはアク

セスコードの入力を学生に任意で要求する「自己登録型」かのいずれかを、登録オプショ

ンから選択できるWebページを表示する。受講料リンクを選択すると、講師が、受講には受



講料を課すのかどうか、そして受講料をいくらにするかを指定できるWebページを表示する。

ゲストアクセスリンクを選択すると、講師が、ゲストが講座にアクセスしてもよいかを指

定できるWebページを表示する。 

【０１０９】 

講座オプション領域１６０８の講座プロパティリンク１６４４を選択すると、講師が、講

座名と、講座の内容と、分類を目的とした教科領域とを含む講座のプロパティを追加およ

び／または編集できるWebページを表示する。 

【０１１０】 

講座オプション領域１６０８の講座ユーティリティリンク１６４６を選択すると、講師が、

講座リサイクラーリンク、講座のエクスポートリンク、または講座カートリッジのインポ

ートリンクを選択できるWebページを表示する。講座リサイクラーリンクにより講師は、講

座の領域を選択的に削除することで講座をリサイクルでき、この領域は、様々なコンテン

ツカテゴリ（講座ドキュメント、講座情報、教科書、課題等）、様々なスタッフ領域（ス

タッフ情報、能力）、および外部Webリンクの隣にチェックボックスとして表示される。講

師は、会議室、成績書、課題等その他の領域をリサイクルするよう選択することもできる。

講座のエクスポートリンクにより講師は、講座のすべて、または特定のセクション（すな

わち、コンテンツ、ユーザ、評価、および／または会議室）をエクスポートできる。講座

カートリッジのインポートリンクにより講師は、講座カートリッジをダウンロードおよび

インストールできる（アクセスキーを持っている場合）。 

【０１１１】 

講座オプション領域の講座イメージリンク１６４８を選択すると、講師が、ボタンスタイ

ルリンクを選択（して講座用のボタンスタイルを設定）し、かつ講座バナーリンクを選択

（して講座の第１ページに講座バナーを追加、もしくはそこからこれを削除）できるWebペ

ージを表示する。 

【０１１２】 

講座オプション領域内のアカデミックWebリソースリンク１６５０を選択すると、講師が、

アカデミックWebボタンのイネーブル化／ディスエーブル化リンクを選択（して講座ホーム

ページ用リソースボタンをイネーブル化またはディスエーブル化）するか、もしくはアカ

デミックWebボタンのカスタマイズリンクを選択（して、リンク数と、学生が利用可能なコ

ンテンツとを講師がカスタマイズできる講座用アカデミックリソースを指定）できるWebペ

ージを表示する。 

【０１１３】 

ユーザー管理 ユーザー管理領域１６１０のユーザの追加リンク１６５２を選択すると、講

師が、ユーザの作成リンク、既存ユーザの登録リンク、またはユーザの一括追加リンクを

選択できるWebページを表示する。ユーザの作成リンクは、講師が、ユーザ名、ユーザーア

ドレス等を入力し、ユーザー役割（学生、講師、TA、採点者等）を指定し、そして必要に



応じてパスワードを提供することにより、新規ユーザーアカウントを作成するとともに新

規ユーザを受講登録できるWebページを表示する。既存ユーザの登録リンクは、講師がユー

ザを受講登録できるWebページを表示する。ユーザの一括追加リンクは、講師がユーザーデ

ータを含むテキストファイルをアップロードすることにより、ユーザーアカウントをすべ

て作成できるWebページを表示する。 

【０１１４】 

ユーザー管理領域１６１０のユーザーの一覧／変更リンク１６５４を選択すると、講師が

講座のユーザを一覧表示および／または変更できるWebページが表示される一方で、ユーザ

の削除リンク１６５６を選択すると、講師が必要に応じて講座からユーザを削除できるWeb

ページが表示される。管理グループリンク１６５８を選択すると、講師は特定のユーザー

グループ（例えば、優等生、補習生等）を作成および編集できる。 

評価 講座の中で、講師は小テスト、テスト、およびサーベイをオンラインで行うことがで

きる。エッセイ、正誤式問題、多肢選択式問題、空所補充問題、または符号問題を含んで

もよい。問題には、テキスト、図、またはマルチメディアを含むことができる。学生には、

自動採点機能によりフィードバックが瞬時に提供される。講師は、テストをランダム化し、

テスト時間を計測し、そして結果の統計レポートを作成できる。このシステムにおける評

価は、クラスに対する学生の準備度を高め、かつ時間の経過とともに学生の進行状況を追

跡および比較する最適の方法である。コントロールパネル１６０２の評価領域１６１２に

より講師は、評価マネージャーリンク１６６０、プールマネージャーリンク１６６２、オ

ンライン成績書リンク１６６４、または講座統計リンク１６６６を選択できる。 

【０１１５】 

評価領域１６１２の評価マネージャーリンク１６６０を選択すると、講師が評価コンテン

ツ領域を作成、編集できる他、それらを管理できるWebページが表示される。例えば、講師

は評価名、内容を入力し、かつ以下を含む特定のパラメータを設定することにより評価を

作成してもよい：詳細な結果を表示（単に最終的な成績だけでなく、各問題に対する結果

を学生に表示する）、正解を表示（各問題に対する正解を学生に表示する）、フィードバ

ックのイネーブル化（講師が各問題に対して入力したフィードバックを学生が見ることが

可能）、複数トライ可（学生が一回を超えて評価を受けることが可能）、小テスト時間の

設定（試験中、学生に表示されるタイマを設定する）、およびパスワードの保護（パスワ

ードを入力した学生のみテストを受けることが可能）。変更オプションをクリックするこ

とにより、講師がアイテムの追加により評価を変更できるWebページが表示される。アイテ

ムは、問題のタイプ（多肢選択式、正誤式、空所補充等）を選択したり、問題文と解答の

選択肢（すなわち、多肢選択式問題の場合）を入力し、かつ正解を表示したり、解答の順

序を指定したりすること等により追加される。問題の順序は、このWebページでも変更でき

る。 

【０１１６】 



評価領域１６１２のプールマネージャーリンク１６６２を選択すると、講師がプールの追

加、プールのインポート、プールの検索、またはプールのエクスポートを行えるWebページ

が表示される。プールは、通常主題により論理的にリンクされている問題と解答のセット

の所定グループであるため、講師は、他の講座、他の講師、他の学期等において作成され

た既存の問題と解答のセットをプールから引いて得てもよく、テストの作成または変更ご

とに「無駄骨を折る」必要はないかもしれない。従って、プールの追加ボタンをクリック

することにより、講師は新規プールをプールマネージャーWebページに表示されたプールの

リストに追加できる。講師は、このフォームに新規プール名とその内容を入力しなければ

ならない。プールのインポートボタンをクリックすることにより、講師はインポートする

既存のプール名を入力するか、もしくはその代替としてディスクドライブを閲覧してイン

ポートするプールを探す。プールの検索ボタンをクリックすることにより、講師には、イ

ンポート用に興味ある問題を検索できる様々な利用可能なプールを列挙するWebページが

提示される。プール全体はプレビューモードを選択することによりプレビューでき、その

プールで入手可能な問題をすべて見ることができる。プールのエクスポートボタンをクリ

ックすることにより、エクスポートのためにプールを選択してもよい。プールマネージャ

ーページに記載された利用可能なプールのリストに対して、講師はプールを変更してもよ

いが、その場合、プール内にある問題（と関連する解答のセット）をすべて一覧で示すWeb

ページが表示される。プール内の各問題は、評価マネージャに関して上記で説明したのと

同様に変更してもよい。同様に、評価マネージャに関して上記で説明した通り、問題をプ

ールから完全に削除してもよいし、新規の問題をプールに追加してもよい。 

【０１１７】 

評価領域のオンライン成績書リンク１６６４を選択すると、講師がオンライン講座成績書

に関して様々な機能を実行できるWebページが表示される。図２２は「講座成績書」と題さ

れたWebページ２２００を示すが、このWebページは、総合成績、課題／テストの個人得点、

学生が提出した特定の課題もしくは学生が受けた特定のテストへの直接的なアクセス、あ

るいは集約された結果を示す特定のテストへの一覧を含む様々な情報を提供する。これに

より、講師は有意義なように成績情報を整理できる。このWebページは、特定の課題が及ぼ

す効果に対して洞察力を提供するとともに、講師が課題とクラス内容を評価できるように

するための掛け橋となる。コントロールパネルの評価領域にあるオンライン成績書Webペー

ジに提供される機能には、ユーザによるレポート（特定のユーザを探し、統計、評価結果、

およびユーザの任意の得点に対する変更を見るために使用される）と、アイテムによるレ

ポート（特定の成績書アイテムに関する情報を見るために使用される）と、スプレッドシ

ートビュー（図２２に示す標準成績書ビュー、講師は評価結果を見るとともに成績書への

入力事項を変更、追加、または削除できる）と、成績書のエクスポート（コンマで区切ら

れたファイルとしてエクスポートされる）とが含まれる。 

【０１１８】 

http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000026
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000026


評価領域の講座統計リンク１６６６を選択すると、講師がパラメータを設定し、講座に関

する特定の統計を見ることができるWebページが表示される。オンライン上の資料にどれく

らいのアクセスがあるのかによりクラスを分析したいと思う講師がほとんどであるが、時

間や努力を惜しまずしてこれらの数字を割り出す機会のある者はほとんどいない。図２３

Ａと図２３Ｂに示す講座統計Webページ２３００の使用により、前記システムは、講座の相

対的統計を評価するための豊富なツールセットを講師に提供する。これら統計は、オンラ

イン講座対非オンライン講座を評価して、オンライン上の資料が及ぼす相対的効果と、そ

れら資料により講座の質がどのように高まっているかを判断するために有用であるかもし

れない。従って、講座統計Webページは、レポートフィルタの選択用入力フィールドを有す

るが、レポートフィルタは、講座利用法の全般的概要、主要コンテンツ領域レポート、通

信領域レポート、グループ領域レポート、または学生領域レポートを持つレポートを提供

する。期間を指定しなければならないが、すべての日にちでもよいし、もしくは開始日か

ら終了日まででもよい。ユーザを選択しなければならないが、ユーザすべてか、またはユ

ーザの選択されたサブセットかのどちらかとなる。その他のオプションには、領域ごとの

アクセス総数２３０２と、時間経過に伴うアクセス数２３０４と、一日の時間帯ごとのユ

ーザによるアクセス２３０６（または曜日ごとのユーザによるアクセス２３０８）と、ユ

ーザによるアクセス総数２３１０とが含まれる。図２３Ａと図２３Ｂに示すデータ、チャ

ート、およびグラフが、次いで講師に表示される。 

【０１１９】 

アシスタンス最後に、コントロールパネルに定義されたアシスタンス領域１６１４がある

が、この領域には、様々なタイプのヘルプを講師に提供するリンクが記載されている。オ

ンラインマニュアルリンク１６６８を選択すると、ＨＴＭＬベースの講師用マニュアルが

別のブラウザウィンドウに提示される。オンライン支援リンク１６７０は、サポート担当

者に対するEメール送信用の連絡情報を持つWebページを提示し、管理者との連絡リンク１

６７２は、管理窓口に対するEメール送信用の連絡情報を持つWebページを提示する。 

【０１２０】 

管理者機能 図２４に示す管理者パネル２４０２は、ポータルに関する特長と、講座および

クラブの作成ならびに管理と、教育機関ツールおよびシステムツールと、電子商取引に関

する特長と、ユーザー管理と、その他様々な教育機関に関するオプションとを含む、シス

テムの特長すべてに対する完全なアクセス権を、システム管理者に提供する。これには、

ホームページに示すエンタープライズ管理タブ２４０４を選択することによりアクセスす

る。 

【０１２１】 

管理者パネル２４０２には、以下更に説明するように、機能のポータル領域グループ２４

０６と、システムツール領域２４０８と、エンタープライズツール領域２４１０と、シス

テムオプション領域２４１２と、講座およびコミュニティの管理領域２４１４と、ユーザ
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ー管理領域２４１６と、電子商取引領域２４１８と、アシスタンス領域２４２０とが含ま

れる。 

【０１２２】 

ポータル領域 ポータル領域２４０６の私の教育機関タブ２４２２を選択すると、ハイパー

リンクで選択可能な４つのオプションを載せたＷｅｂページが提供される。すなわち、教

育機関カスタマイズタブ、教育機関モジュールオプション、全モジュールオプション、お

よびキャンパス外提携教育機関である。教育機関カスタマイズタブのリンクにより、全ユ

ーザー用の「私の教育機関」タブの出現をユーザー（この場合は、エンタープライズ管理

者）がイネーブル化／ディスエーブル化できるとともに、ログオン時に表示される歓迎メ

ッセージをイネーブル化／ディスエーブル化できる。ユーザーはタブの画像もその名称も

選択でき、最終ユーザーにより選択されたとき、タブに関連付けられた所定のＵＲＬが提

供される。 

【０１２３】 

デフォルトレイアウトに関する教育機関モジュールオプションは、新規ユーザーがポータ

ルにログインして最初に見るモジュールのセットである。これは、以下のモジュールを必

要に応じて、エンタープライズ管理者がイネーブル化／ディスエーブル化、および／また

は設定できるようにする。すなわち、私の講座、私の組織、今日の通知、今日のタスク、

今日のカレンダ、学校サービス、学生モジュール、教員モジュール、スタッフモジュール、

卒業生モジュール、見込学生モジュール、ゲストモジュール、その他モジュール、教育機

関新聞モジュール、およびブランクモジュール（カスタマイズが可能なブランク状態のモ

ジュール）である。 

【０１２４】 

全モジュールオプションリンクにより、以下のモジュールを必要に応じて、ユーザーがイ

ネーブル化／ディスエーブル化、および／または設定できる。すなわち、ブックマーク、

計算機、チャンネル、クリップ、コメントクリップ、カスタム検索、ディレクトリ、会議

室、（ＥＸＣＩＴＥニュース、娯楽記事、株価、最新スポーツニュース、地図などの）各

種提携ポータルリンク、ショッピングサイトリンク、イエローページリンクなどである。 

【０１２５】 

キャンパス外提携教育機関リンクにより、ユーザーはＷｅｂサイトへのハイパーリンクを

追加、修正、および編集できる。教育機関はそのＷｅｂサイトを用いて各種の提携や他の

タイプの編成を形成しておく。例えば、キャンパス外書店との提携が、キャンパス内書店

を補う手段として提供されてもよい。 

【０１２６】 

ポータル領域の講座タブ２４２４を選択すると、ハイパーリンクで選択可能な４つのオプ

ションを載せたＷｅｂページが提供される。すなわち、講座カスタマイズタブ、講座作成

のイネーブル化／ディスエーブル化、講座カタログオプション、およびキャンパス外学習



提携である。講座カスタマイズタブリンクにより、全ユーザー用の「講座」タブの出現を

ユーザー（この場合は、エンタープライズ管理者）がイネーブル化／ディスエーブル化で

きるＷｅｂページを提供する。ユーザーはタブの画像もその名称も選択でき、エンドユー

ザーにより選択されたとき、タブに関連付けられた所定のＵＲＬが提供される。 

【０１２７】 

作成イネーブル化／ディスエーブル化オプションのリンクを選択すると、ユーザーによる

講座作成を許可しない、ユーザーによる講座作成を許可する、あるいはユーザーによる講

座作成要求Ｅメールの送信を許可する、というオプションをエンタープライズ管理者が選

択できるＷｅｂページが提供される。講座カタログオプションリンクを選択することによ

り、エンタープライズ管理者はデフォルト講座カタログの使用を選択できるか、または内

部の講座カタログとその場所のＵＲＬの使用を指定できるＷｅｂページが提供される。キ

ャンパス外学習提携のリンクにより、ユーザーはＷｅｂサイトへのハイパーリンクを追加、

修正、および編集できる。教育機関はそのＷｅｂサイトを用いて各種の学習提携の編成を

形成しておく。例えば、ＫＡＰＬＡＮやＴＵＴＯＲＮＥＴのＷｅｂサイトへのリンクであ

る。 

【０１２８】 

ポータル領域のコミュニティタブ２４２６を選択すると、ハイパーリンクで選択可能な５

つのオプションを載せたＷｅｂページが提供される。すなわち、コミュニティカスタマイ

ズタブ、組織と会議室のユーザー作成エーブル化／ディスエーブル化、組織カタログオプ

ション、会議室管理、およびキャンパス外コミュニティ提携である。コミュニティカスタ

マイズタブリンクにより、エンタープライズ管理者が全ユーザー用の「コミュニティ」タ

ブの出現をエーブル化／ディスエーブル化できるＷｅｂページが提供されることになる。

ユーザーはタブの画像もその名称も選択もでき、エンドユーザーにより選択されたとき、

タブと関連付けられた所定のＵＲＬが提供される。 

【０１２９】 

組織と会議室のユーザー作成エーブル化／ディスエーブル化のリンクを選択すると、エン

タープライズ管理者がオプションを選択できるＷｅｂページが提供される。それは、講師

と学生がコミュニティタブから一般の組織と会議室を生成できるようにするかまたは禁止

する、あるいは組織／会議室の作成をシステム管理者に制限する、というオプションであ

る。 

【０１３０】 

組織カタログオプションリンクを選択することにより、エンタープライズ管理者がデフォ

ルトクラブカタログの使用を選択できる、または内部のクラブカタログの使用とその場所

のＵＲＬを指定できるＷｅｂページが提供される。会議室管理のリンクにより、ユーザー

が各種パラメータを設定できる、またはシステム上の各種会議室を追加、管理できるＷｅ

ｂページが提供される。キャンパス外コミュニティ提携のリンクにより、ユーザーはＷｅ



ｂサイトへのハイパーリンクを追加、修正および編集でき、教育機関はそのＷｅｂサイト

を用いて各種編成を形成しておく。 ポータル領域のサービスタブ２４２８を選択すると、

ハイパーリンクで選択可能な３つのオプションを載せたＷｅｂページが提供される。すな

わち、サービスカスタマイズタブ、教育機関サービス、およびキャンパス外サービス提携

である。サービスカスタマイズタブのリンクにより、エンタープライズ管理者が全ユーザ

ー用の「サービス」タブの出現をエーブル化／ディスエーブル化できるＷｅｂページが提

供される。ユーザーはタブの画像もその名称も選択することもでき、エンドユーザーによ

り選択されたとき、タブと関連する所定のＵＲＬが提供される。 

【０１３１】 

教育機関サービスタブを選択することにより、ユーザーはキャンパスイントラネットの他

の関連部分へのリンクを作成、管理できる。キャンパス外サービス提携リンクにより、ユ

ーザーはＷｅｂサイトへのハイパーリンクを追加、修正および編集できる。教育機関はそ

のＷｅｂサイトを用いて各種サービスの編成を形成しておく。 

【０１３２】 

ポータルマネージャＷｅｂページのシステムツール領域２４０８のもとで各種リンクがＷ

ｅｂページに提供され、このＷｅｂページは、エンタープライズ管理者が、先に説明した

前節での類似タブに関して説明した方法と同様に、通知２４１０、教育機関カレンダ２４

１２、教育機関タスク２４１４、およびＥメール送信２４１６を管理できるようにする。 

【０１３３】 

ポータルマネージャのエンタープライズツール２４１０のもとでリンクがＷｅｂページへ

提供され、このＷｅｂページはエンタープライズ管理者が教育機関ライブラリ２４１８を

管理し、公開要求を見ることができるようにする。教育機関ライブラリ管理のＷｅｂペー

ジは、ユーザーがローカルディスクまたは自らのインボックスから教育機関ライブラリへ

新規項目を追加し、項目を編集し、項目を移動したりできるようにする。ビュー公開要求

のＷｅｂページにより、ユーザーは教育機関ライブラリ用の講師公開ファイルを見て、認

証および拒否することができる。 

【０１３４】 

ポータルマネージャのシステムオプション領域２４１２のもとで、ユーザーは、ゲートウ

ェイオプション２４２４、システム設定２４２６、システム統計２４２８、教育機関プロ

パティ２４３０、色と画像２４３２、および講座マーケティング２４３４へのリンクを提

供される。ゲートウェイオプションのリンク２４２４はＷｅｂページを提供し、このＷｅ

ｂページは、ログインボタン、講座カタログ、および新規ユーザーアカウントボタンがゲ

ートウェイページ上に現れるかどうかを判定することになる。システム設定リンク２４２

６はボタンオーバーライド（どのボタン領域がシステム全体で使用できるかを設定する）、

ツールオーバーライド（どのツールがシステム全体で使用できるかを設定する）、システ

ム設定／オーバーライド（システム全体の講座、クラブツール、およびプロパティ用オー



バーライドを設定する）、および講座ディスク割当て（講座のためにシステムディスク割

当てを設定する）へリンクするＷｅｂページを提供する。 

【０１３５】 

システム統計のリンク２４２８は、システム報告Ｗｅｂページ（エンタープライズ管理者

がシステム全体の報告とその利用状況を見ることができる）、自動報告オプションＷｅｂ

ページ（サービスプロバイダへ自動的に統計を報告するための各種オプションを設定する）、

およびシステム統計送信Ｗｅｂページ（サービスプロバイダへオンデマンドで統計を送信

する）へのリンクを持つＷｅｂページを提供する。 

【０１３６】 

教育機関プロパティタブ２４３０はＷｅｂページを提供し、このＷｅｂページは、エンタ

ープライズ管理者が、現在のソフトウエアのバージョン、登録ページ、およびＥメール窓

口等のシステム情報を見ることができるようにする。色と画像のリンク２４３２により、

管理者は、Ｗｅｂサイトの美的プロパティを修正できるＷｅｂページへアクセスできる。 

【０１３７】 

ポータルマネージャの講座とコミュニティ管理領域２４１４は、講座作成２４３６、講座

管理２４３８、講座ユーティリティ２４４０、講座カタログ２４４２、組織作成２４４４、

組織管理２４４６、組織ユーティリティ２４４８、および組織カタログ２４５０用のハイ

パーリンクを提供する。 

【０１３８】 

講座作成Ｗｅｂページ２９００を図２９に示す。管理者はここで所望の講座に関する要求

情報、すなわち、講座名とＩＤ、およびテキストでの説明を書き込む。次に管理者は、講

座に伴って用いられるボタンのプロパティを自らの美的関心に一致させるように特定する。

管理者は次に、講座の主題領域、ゲストが講座にアクセスできるかどうか、講座が現在利

用できるか、講座のカートリッジが入手できるか、そのＵＲＬとアクセスキーはどうか、

および講座の講師ＩＤなどの各種オプションを特定する。 

【０１３９】 

講座管理のＷｅｂページにより、管理者は講座をリストアップおよび／または修正し、シ

ステムから講座を削除し、そして、システムの各講座で使用する特定のデフォルトツール

（Ｅメール、会議室、バーチャルチャット、ディレクトリなど）、ボタン（通知、講座情

報、スタッフ情報、バーチャルクラスルームなど）を設定できる。講座ユーティリティの

Ｗｅｂページにより、管理者は講座コピーのリンク（新規の講座ＩＤで講座のコピーをす

る）、講座インポートのリンク、講座エクスポートのリンク、および講座作成バッチ処理

のリンクを選択できる。講座カタログリンクは、ユーザーが鋼材を類別できるようにし、

さもなければコースカタログを管理できるようにする。 

【０１４０】 

組織作成、組織管理、組織ユーティリティ、および組織カタログのリンクにより、ユーザ
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ーは、先に説明した講座による場合と同様に、組織による類似の統制と機能を得ることが

できる。 

【０１４１】 

ポータルマネージャのユーザーマネージメント領域２４１６は、ユーザー作成２４５２、

ユーザー管理２４５４、およびユーザーユーティリティ２４５６用のハイパーリンクを提

供する。ユーザー作成のＷｅｂページ３０００（図３０Ａおよび図３０Ｂ）により、名前、

住所など、およびユーザー名とパスワードの個人情報を記入してユーザー申込書を作成で

きる。学生、教員、スタッフ、卒業生、ゲスト等、ユーザーの現時点での役割が設定され

る。またユーザーには、利用できる適当なオプション（なし、システム管理者、システム

サポート、講座作成者、会計管理者）を選択することにより現時点での管理的役割が与え

られてもよい。ユーザーの役割は、本書全体を通して説明しているように、ユーザーが持

つことになるシステムのアクセスと統制を決定する。ユーザーが作成されると、ユーザー

管理Ｗｅｂページにより、ユーザーのリストアップ、修正および／または削除ができる。

ユーザーユーティリティのリンク２４５６により、システム管理者は、ユーザー作成バッ

チ処理（システムと互換性がある所定のフォーマットにユーザーデータのファイルをアッ

プロードする）、ユーザー登録バッチ処理（システムにある講座とクラブにユーザーを登

録するファイルをインポートする）、およびユーザー削除バッチ処理（システムからユー

ザーを削除するファイルをインポートする）ができる。 

【０１４２】 

ポータルマネージャのＥコマース領域２４１８は、スポンサーシップ２４５８、提携プロ

グラム２４６０、およびＥコマース講座２４６２用のＷｅｂページへのリンクを提供する。

スポンサーシップＷｅｂページは、主要サイトスポンサーＷｅｂページ、「私の教育機関」

領域スポンサー、講座領域スポンサー、コミュニティ領域スポンサー、そしてサービス領

域スポンサーへのリンクを持つ。これらのリンクにより、スポンサーがこれら各々の受容

能力において用いられる場合、ユーザーはスポンサーのリンクの画像などを指定できる。

提携プログラムページにより、管理者はサービスプロバイダ提携プログラムにある教育機

関を登録でき、これはポータル環境への追加のＥコマース機会をもたらす。Ｅコマース講

座のページは、Ｅコマース講座とクラブのエーブル化／ディスエーブル化へのリンク（講

座またはクラブの課金用にＥコマースオプションを選択すると、管理者が価格を設定でき、

またはクラブのリーダーや講師が価格を設定できる等）、および講座や組織の受講費を管

理したり設定する講座価格のリンクを提供する。 

【０１４３】 

他のユーティリティと機能 単科大学と総合大学の生活に欠かせない要素のひとつは、社会

に適応し、キャンパスでの人間的要素を利用する能力である。システムの「コミュニティ」

タブ２５０２は、図２５に示すＷｅｂページ２５００を提供し、それによって学生が相互

に影響し合い、男子学生クラブや女子学生クラブから、学習経験を高めるキャンパス外コ
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ミュニティに至るまで、キャンパス生活のすべての局面に関係することができる。多くの

キャンパスは、コミュニティ機能を通じて求人などの豊富なサービスも提供する。コミュ

ニティセンターは学生自治会ビルのＷｅｂ版である。 

【０１４４】 

大部分の学生はオンラインサービスに精通しているので、Ｗｅｂ上で常時利用できるキャ

ンパスの管理サービスを好んで利用する。このシステムは事業レベルの教育・学習システ

ムを提供し、それにより学生情報システムと他のキャンパスシステムへの強固な統合が、

管理サービスをいつでもどこでも提供できる。図２６に示す（タブ２６０２によって選択

された）サービスＷｅｂページ２６００により、オンライン中いつでも、ユーザーは登録、

参加、退学、記録チェックができ、駐車料支払いすらできる。 

【０１４５】 

このシステムは、教育機関情報だけでなく個人をも組み込んだカレンダー２７００も図２

７に示すような単一ビューで提供する。カレンダーユーティリティにより学生と教師は、

教育機関カレンダーイベントだけでなく、彼らが登録された各講座のすべてのカレンダー

イベントへアクセスできる。 Ｅメールは今日ではインターネット上で唯一最も普及したア

プリケーションであり、またほとんどの人がパーソナルコンピュータを購入しているとい

う大きな理由から、図２８のＷｅｂページ２８００に示すように、Ｅメールがシステムに

組み込まれている。個人ホームページ内で、ユーザーはＥメールの全機能にアクセスでき

る。Ｅメールシステムは現行のＰＯＰまたはＩＭＡＰサーバーの上位にあり、Ｗｅｂベー

スのフロントエンドを提供するのでユーザーは任意のマシンからのメッセージにいつでも

アクセスできる。 

【０１４６】 

図３１と図３２は、Ｗｅｂページ３１００と３２００を示し、いずれもタブ３１０２によ

りアクセスされて、学生と教師がアカデミックリソースとコンテンツを見つけてアクセス

できるリンクを提供できる。これらのリソースは講座の専門領域の状況にもうまく対応す

る。例えば、ある人が会計講座からアカデミックＷｅｂリソースへアクセスする場合、彼

は自動的に会計に関連するニュースと情報のリソースへと向けられる。ユーザーはニュー

ス、Ｗｅｂリンク、参考資料、および関連情報を直ちに探し当てる能力を強化するサーチ

エンジンにアクセスする。 

【０１４７】 

本発明の別の局面では、教育へＥコマースを適用するシステムと方法を提供する。特に本

発明のこの局面によって、Ｗｅｂサイトを訪れるユーザーは、単科大学、総合大学あるい

は他の教育機関によって提供される講座へ登録し、支払いを行うことができる。 

【０１４８】 

図３４は、講座登録サーバーから支払サーバーへ渡される情報を説明するブロック図であ

る。在学生または見込学生は単科大学、総合大学あるいは他の教育機関により提供される
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講座をよく見て、興味のある講座をリストへ加える、つまり「ショッピングカート」へ加

えることができる。 

【０１４９】 

学生が登録したいと考える講座を選択すると、図３４に示すように、学生は登録またはレ

ビュー領域（ブロック１００）から「チェックアウト」領域（ブロック１１０）へ進む。

学生がチェックアウトに進むと、限定されないが例えば、名前、住所、講座費用、オーダ

ー識別番号、オーダー明細、および、オーダーを終えてユーザーが戻るべきページ、など

の情報が渡される。登録またはレビュー領域から渡された情報を用いて支払書式を作るこ

とができる。 

【０１５０】 

図３５は支払書式のサンプルである。支払書式は、緒言の項２１０、購入の要約２２０、

支払情報領域２３０などから成る。緒言の項２１０を用いて、学生に支払手順の各段階で

の要求事項を説明する。購入の要約２２０は、選択したサービスと商品、単価、必要数量、

選択した各商品とサービスの在庫、請求書か購入の番号、合計価格、およびその他の類似

情報を含む。 

【０１５１】 

支払情報領域２３０を用いて、学生からの支払情報を回収できる。学生は、限定されない

がクレジットカード種類、クレジットカード番号、クレジットカード有効期限、クレジッ

トカード名義、クレジットカード支払住所、小切手番号、小切手口座番号、銀行ルート番

号、デビットカード番号、および個人識別番号（「ＰＩＮコード」）などの、いくつかの

情報を手書きで記入する必要がある。 

【０１５２】 

学生が即に本発明を利用したことがある場合、幾つかの情報は以前に提出した書式に基づ

いて自動的に記入できる。登録サーバーから転送された情報を用いて幾つかの書式欄を埋

めることができる。記入情報を学生が見直してから、ボタンまたは別のインターフェース

要素をアクティブ化にすることにより処理のために提出可能になる。 

【０１５３】 

図３６は、支払サーバーと支払確認サーバー間のインタラクションを説明するブロック図

である。学生が支払書式に必要な情報を記入してその書式（ブロック３３０）を提出した

後、購入数、クレジットカード番号、クレジットカード名義、小切手番号、銀行ルート番

号、または支払住所などの、これだけとは限らないが幾つかの情報が支払確認サーバー（ブ

ロック３１０）へ送信される。支払確認サーバーは本発明の一部として維持されるか、ま

たはこれだけとは限らないがＣｙｂｅｒＣａｓｈ， Ｉｎｃ．などのひとつ以上の第三者に

よって複数の支払確認サーバーが維持される。 

【０１５４】 

支払確認サーバーは送信された情報を処理し、クレジットカードや他の支払書式を発行し
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た銀行や他の教育機関と連絡し、要求金額の支払いが認証されることを確認する。要求金

額の支払いが認証されていると、これだけとは限らないが確認番号を含む認証情報が支払

サーバーへ送信される。特定金額の支払いが認証されていない場合、拒否コードなどの別

の情報が支払サーバーへ送信される。支払いが認証されない場合、ブロック３２０と類似

の支払エラーメッセージが表示される。図３７は支払情報ページの一例である。学生は支

払情報ページに表示された情報を自分の記録として印刷するか、さもなければ記録できる。

支払情報ページは「ありがとうございます」、「確認」、または別のメッセージ（ブロッ

ク４１０）を含んでもよい。支払情報ページは、これだけとは限らないが、確認か拒否の

情報；商品、サービスおよび購入クラス；および請求合計（ブロック４２０）などの情報

を含んでもよい。更に、支払情報ページは、ユーザーが処理続行のためにアクティブ化で

きる。ボタンか別のインターフェース要素を含んでいてもよい。このインターフェース要

素の正確な動作は、ＵＲＬ、または図３４に示す他のデータ要素を通じた引用システムに

より決定できる。 

【０１５５】 

図３８はオーダー後の処理を説明するブロック図である。先に説明したように、支払情報

ページはボタンか別のインターフェース要素も含んでいて、それがアクティブ化されると

Ｗｅｂページが表示されるか、または別の処理ステップを実行する。ボタンまたはインタ

ーフェース要素をアクティブ化すると、幾つかの認証／拒否の情報が単科大学、総合大学、

または他の教育機関の会計部での処理のために転送される（ブロック５３０）。 

【０１５６】 

オープンＷｅｂ環境 本発明はオープンプラットフォーム環境として用いられ、そこではイ

ンターネットへアクセスする人なら誰でも、講座を作成し、管理し、インターネットへア

クセスする別の人が講座を利用できるようにする講師として登録できる。このように、例

えばｗｗｗ．ｂｌａｃｋｂｏａｒｄ．ｃｏｍなどの公に利用可能なＷｅｂサイトに入るこ

とによって、ユーザーは講師として登録でき、ここで説明したように、講座を作成するた

めの講師管理パネルを提供される。講座を開設作成するために、ユーザーは説明、登録オ

プション、通知、評価、講座資料などの講座パラメータを定義し、上記の各種Ｗｅｂペー

ジにそれらを提供する。次いでユーザーは、他の人にオンライン講座の利用について知ら

せ、潜在的学生はその講座に登録するために公けに利用可能なＷｅｂサイトにアクセスで

きる。こうして教育機関とつながりがなくても誰もがバーチャルクラスルームを作成でき、

以前には利用できなかった講座を通じて知識を流布できる。 

【０１５７】 

ここでは本発明の好ましい実施の形態とさまざまな代替の実施の形態を開示して詳細に説

明したが、当該技術に精通する者には明らかなように、形態と詳細における種々の変更が

本発明の精神と範囲を逸脱することなく行える。更に、図にある名称と説明が含んでいる

のは、出願の時点で発明者により熟考された最上の様式を開示するものであり、本発明を
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制限するものと解釈してはならない。 

【図面の簡単な説明】 

【図１】 

図１は、本発明による教育支援システムの好ましい実施の形態の基本設計概念のブロック

図であり； 

【図２】 

図２は、拡張性を達成するためにロードバランシングを実装した好ましい実施の形態を説

明する。 

【図３】 

図３は、本発明によるエンジン／レジストリモデルの好ましい実施の形態の機能の図解で

ある。 

【図４】 

図４は、本発明による好ましいユーザーインターフェースを示す。 

【図５】 

図５は、ユーザーが閲覧することになるホームページのスクリーンショットを示す。 

【図６】 

図６は Web ページのスクリーンショットであり、学生ユーザーが利用できる講座リストと

講座カタログを示す。 

【図７】 

図７は、講座 Web サイトのデフォルトビューのスクリーンショットである。 

【図８】 

図８は、学生ユーザーに与えられる通知のスクリーンショットである。 

【図９】 

図９は、講座コンテンツウィンドウのスクリーンショットである。 

【図１０】 

図１０は、課題 Web ページのスクリーンショットである。 

【図１１】 

図１１は、講座ドキュメント Web ページのスクリーンショットである。 

【図１２】 

図１２は、通信センター Web ページのスクリーンショットである。 

【図１３】 

図１３は、非同期会議室 Web ページのスクリーンショットである。 

【図１４】 

図１４は、学生用ツール Web ページのスクリーンショットである。 

【図１５】 

図１５は、学生用ドロップボックス Web ページのスクリーンショットである。 

http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000005
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000005
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000006
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000006
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000007
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000007
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000008
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000008
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000009
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000009
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000010
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000010
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000011
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000011
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000012
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000012
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000013
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000013
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000014
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000014
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000015
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000015
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000016
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000016
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000017
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000017
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000018
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000018
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000019
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000019


【図１６】 

図１６は、講師の管理パネル Web ページのスクリーンショットである。 

【図１７】 

図１７は、通知 Web ページのスクリーンショットである。 

【図１８】 

図１８は、講座情報 Web ページのスクリーンショットである。 

【図１９】 

図１９は、講座タスク Web ページのスクリーンショットである。 

【図２０】 

図２０は、講師ライブラリ Web ページのスクリーンショットである。 

【図２１】 

図２１は、デジタルドロップボックス Web ページのスクリーンショットである。 

【図２２】 

図２２は、講座成績書 Web ページのスクリーンショットである。 

【図２３Ａ】 

図２３Aは、講座統計 Web ページのスクリーンショットである。 

【図２３Ｂ】 

図２３Ｂは、講座統計 Web ページのスクリーンショットである。 

【図２４】 

図２４は、上級講座兼ポータルマネージャ Web ページのスクリーンショットである。 

【図２５】 

図２５は、コミュニティ Web ページのスクリーンショットである。 

【図２６】 

図２６は、サービス Web ページのスクリーンショットである。 

【図２７】 

図２７は、カレンダ Web ページのスクリーンショットである。 

【図２８】 

図２８は、Eメール Web ページのスクリーンショットである。 

【図２９】 

図２９は、講座 Web ページ作成のスクリーンショットである。 

【図３０Ａ】 

図３０Aは、ユーザ Web ページ作成のスクリーンショットである。 

【図３０Ｂ】 

図３０Ｂは、ユーザ Web ページ作成のスクリーンショットである。 

【図３１】 

図３１は、Web リソース Web ページのスクリーンショットである。 
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【図３２】 

図３２は、Web リソース Web ページの更なるスクリーンショットである。 

【図３３】 

図３３は、バーチャルチャット Web ページのスクリーンショットである。 

【図３４】 

図３４は、講座登録サーバから支払サーバへ受け渡される情報を図解するブロック図であ

る。 

【図３５】 

図３５は支払書式のサンプルである。 

【図３６】 

図３６は、支払サーバと支払確証サーバ間のインタラクションを図解するブロック図であ

る。 

【図３７】 

図３７は、支払情報ページのサンプルである。 

【図３８】 

図３８は、ポスト（情報を送る）－オーダー処理を図解するブロック図である。 

【図３９】 

図３９は、システムの全体ブロック図である。 
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【図１】 
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【図４】 
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【図５】 

 

 

【図６】 
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【図７】 

 

 

【図８】 
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【図１０】 
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【図１１】 
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【図１３】 
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【図１６】 

 

 

http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000019
http://www8.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tjitemdrw.ipdl?N0000=235&N0500=1E_N/;%3e::?%3c87?///&N0001=42&N0552=9&N0553=000020


【図１７】 
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【図１９】 
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【図２１】 
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【図２３Ａ】 

 

 

【図２３Ｂ】 

 



【図２４】 

 
 

【図２５】 
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【図２６】 

 

 

【図２７】 
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【図３０Ａ】 

 

 

【図３０Ｂ】 

 



 

【図３１】 

 

 

【図３２】 
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【図３４】 
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